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は
じ
め
に

一
、
歌
舞
伎
役
者
の
手
拭
い
―
受
け
継
が
れ
る
芸
と
意
匠

二
、
落
語
家
の
手
拭
い
―
こ
だ
わ
り
の
意
匠
を
競
う

三
、
講
談
、
各
種
演
芸
、
お
笑
い
―
多
彩
な
芸
を
染
め
る

四
、
俳
優
、
歌
手
の
手
拭
い
―
ス
タ
ー
た
ち
の
楽
屋
う
ち

五
、
豊
田
満
夫
氏
に
聞
く
―
芸
能
人
の
手
拭
い
制
作
と
豊
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

結
び

は
じ
め
に

歌
舞
伎
や
寄
席
芸
な
ど
の
芸
能
の
世
界
で
は
、
楽
屋
見
舞
い
の
返
礼
や
襲
名
披

露
を
は
じ
め
、
祝
儀
や
挨
拶
、
謝
礼
の
意
味
を
込
め
た
配
り
物
と
し
て
手
拭
い
が

使
わ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
は
楽
屋
う
ち
の
文
化
で
あ
る
た
め
、
楽
屋
見
舞
い
に
訪

れ
る
贔
屓
客
で
も
な
け
れ
ば
、
部
外
者
は
目
に
す
る
機
会
も
少
な
く
具
体
的
な
様

相
が
わ
か
り
に
く
い
。

二
〇
一
六
年
一
〇
月
二
四
日
か
ら
二
〇
一
七
年
一
月
三
一
日
ま
で
東
京
和
晒
創

造
館
に
て
、「
豊
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン）

1
（

」
と
し
て
所
蔵
さ
れ
て
い
る
戦
前
か
ら
現
代

ま
で
の
歌
舞
伎
役
者
、
落
語
家
、
各
種
寄
席
芸
の
人
々
、
舞
台
俳
優
、
映
画
ス

タ
ー
、
歌
手
な
ど
の
配
り
物
と
し
て
制
作
さ
れ
た
手
拭
い
を
紹
介
す
る
「
芸
能
人

の
手
拭
い
展
―
名
人
、
ス
タ
ー
た
ち
の
贈
り
物
」
が
開
催
さ
れ
た
。
豊
田
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
と
は
、
長
年
手
拭
い
等
の
制
作
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
豊
田
満
夫
氏
に
よ

る
個
人
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
そ
の
中
心
と
な
る
膨
大
な
手
拭
い
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
は
、
幕
末
期
か
ら
現
代
の
別
注
品
（
市
販
商
品
で
は
な
い
誂
え
制
作
の
品
）
の

蒐
集
に
特
徴
が
あ
り
、
今
回
の
芸
能
界
の
配
り
手
拭
い
の
展
示
は
そ
の
一
端
を
示

す
も
の
で
あ
る
。

筆
者
は
こ
れ
ま
で
「
豊
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
調
査
と
展
覧
会
開
催
支
援
へ
の

取
り
組
み
を
通
し
、
近
現
代
の
手
拭
い
意
匠
や
制
作
状
況
に
注
目
し
て
き
た）

2
（

。
今

回
の
「
芸
能
人
の
手
拭
い
展
」
に
お
い
て
は
展
示
構
成
立
案
に
参
加
、
解
説
を
担

当
し
、
各
界
の
配
り
手
拭
い
の
制
作
や
用
い
ら
れ
方
の
様
子
に
つ
い
て
豊
田
氏
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
に
は
豊
田
氏
自
身
が
制
作
に
携

わ
っ
た
歌
舞
伎
役
者
や
俳
優
、
歌
手
な
ど
の
手
拭
い
も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
そ

れ
ら
の
作
例
を
展
示
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
手
拭
い
制
作
の
プ
ロ
セ
ス
に
関
す

る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
内
容
も
あ
わ
せ
て
示
し
た
。

芸
能
人
の
手
拭
い
誂
え
制
作
と
豊
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

―
歌
舞
伎
、
落
語
、
各
種
芸
能
の
配
り
物
手
拭
い
に
み
る
誂
え
染
め
の
文
化

―大
久
保
　
尚
子
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【
展
示
構
成
】

一
、
歌
舞
伎
役
者
の
手
拭
い
―
受
け
継
が
れ
る
芸
と
意
匠

二
、
落
語
家
の
手
拭
い
―
こ
だ
わ
り
の
意
匠
を
競
う

三
、
講
談
、
各
種
演
芸
、
お
笑
い
―
多
彩
な
芸
を
染
め
る

四
、
俳
優
、
歌
手
の
手
拭
い
―
ス
タ
ー
た
ち
の
楽
屋
う
ち

五
、
豊
田
満
夫
氏
に
聞
く
―
芸
能
人
の
手
拭
い
制
作
と
豊
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

〔 

展
示
資
料
の
内
訳　

額
装
展
示
手
拭
い
九
八
点
、
掛
紙
を
掛
け
平
置
き
展
示

し
た
手
拭
い
約
一
〇
〇
点
、
型
紙
二
点
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
パ
ネ
ル
一
点
〕

※ 

主
要
展
示
作
品
一
覧
（
主
に
額
装
展
示
し
た
手
拭
い
）
を
本
稿
末
尾
に
示

す
。

芸
能
界
の
配
り
物
手
拭
い
の
制
作
は
、
豊
田
氏
の
手
拭
い
制
作
の
お
仕
事
の
中

心
を
成
す
も
の
で
あ
り
、
豊
田
氏
は
芸
能
各
界
に
お
け
る
配
り
手
拭
い
の
文
化
を

御
存
知
で
あ
る
。
意
匠
提
案
の
参
考
と
し
て
手
拭
い
を
集
め
た
こ
と
が
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
始
ま
り
で
も
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
「
芸
能
人
の
手
拭
い
展
」
で

と
り
あ
げ
た
作
例
と
豊
田
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
検
討
を
通
し
、
芸
能
界
に
今

日
も
生
き
続
け
る
誂
え
制
作
に
よ
る
配
り
手
拭
い
の
文
化
の
概
要
を
示
し
た
い
。

今
日
、
身
辺
の
品
々
の
デ
ザ
イ
ン
は
専
門
家
（
デ
ザ
イ
ナ
ー
）
に
委
ね
ら
れ
、

受
容
者
が
デ
ザ
イ
ン
に
関
わ
る
機
会
は
稀
で
あ
る
。
そ
の
中
で
手
拭
い
に
は
注
文

者
の
意
向
に
沿
っ
た
意
匠
を
調
整
し
て
染
め
る
誂
え
制
作
が
現
在
で
も
続
い
て
お

り
、
芸
能
界
の
配
り
物
手
拭
い
は
そ
の
代
表
格
で
あ
る
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
の
歌

舞
伎
、
落
語
、
そ
の
他
の
芸
能
界
の
配
り
手
拭
い
の
作
例
と
、
芸
能
人
の
誂
え
手

拭
い
制
作
に
関
す
る
豊
田
氏
の
知
識
と
経
験
は
、
近
現
代
の
染
織
史
、
芸
能
史
、

生
活
文
化
史
資
料
と
し
て
保
存
記
録
す
べ
き
価
値
を
持
つ
と
同
時
に
、
今
日
問
い

直
さ
れ
つ
つ
あ
る
受
容
者
の
意
匠
創
案
へ
の
参
加
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
そ
の

具
体
的
な
か
た
ち
を
再
考
す
る
手
掛
り
と
も
な
る
と
考
え
る
。

以
下
に
、
展
示
構
成
に
沿
っ
て
、
各
界
の
配
り
手
拭
い
の
用
い
ら
れ
方
と
意
匠

の
特
色
を
具
体
例
を
通
し
て
示
す
。
歌
舞
伎
界
、
落
語
界
の
配
り
手
拭
い
意
匠
に

つ
い
て
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
資
料
に
み
ら
れ
る
江
戸
の
芸
能
関
係
の
染
織
意
匠

と
の
共
通
性
に
も
注
目
し
た
い
。
ま
た
芸
能
界
の
手
拭
い
制
作
の
具
体
的
な
進
め

方
に
関
す
る
豊
田
氏
の
談
話
に
基
づ
き
、
今
日
に
続
く
手
拭
い
の
誂
え
制
作
、
特

に
注
文
者
の
意
向
を
反
映
し
た
意
匠
創
案
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
考
察
を
加
え
て

み
た
い
。

手
拭
い
の
制
作
年
代
は
、
豊
田
氏
の
ご
教
示
を
も
と
に
、
使
用
し
た
芸
能
人
の

襲
名
時
期
や
活
動
期
を
確
認
し
推
定
し
た
。
戦
前
期
の
、
特
に
東
京
の
手
拭
い
に

は
戦
後
使
用
が
減
少
す
る
小
幅
も
の
の
晒
が
使
わ
れ
る
例
が
多
く
、
生
地
の
種
類

も
年
代
推
定
の
参
考
と
し
た
が
詳
細
の
記
述
は
省
略
し
た
。

本
稿
で
示
す
手
拭
い
は
全
て
注
染
に
よ
っ
て
染
め
ら
れ
て
い
る
。
注
染
と
は
今

日
も
行
わ
れ
て
い
る
手
拭
い
、
浴
衣
地
の
代
表
的
な
染
色
技
法
で
、
①
布
を
屏
風

だ
た
み
に
し
な
が
ら
、
両
面
に
防
染
糊
で
型
付
け
し
、
②
布
の
上
か
ら
染
料
を
注

い
で
染
め
る
も
の
で
あ
る
。
布
の
両
面
に
糊
置
き
し
て
浸
染
す
る
長
板
染
め
よ
り

効
率
的
な
手
拭
い
染
め
の
技
法
と
し
て
工
夫
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
原
型
は
幕
末

期
の
江
戸
に
み
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
一
一
月
『
都

の
華
』
第
四
〇
号
所
載
「
手
拭
の
話
し
」
に
は
、
生
地
全
体
に
糊
置
き
す
る
手
間

の
か
か
る
従
来
の
技
法
（
長
板
染
め
）
に
対
し
、
深
川
仲
町
辺
り
の
染
物
屋
「
京

屋
」
の
老
母
が
試
み
に
「
模
様
の
回
り
に
ば
か
り
糊
を
附し

て
、
染
瓶
の
藍
を
出
瓶

に
汲
取
り
て
模
様
の
所
へ
注
込
み
て
見
た
」
と
こ
ろ
、
追
々
工
夫
を
凝
ら
し
た
結

果
、
巧
に
染
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
挿
話
が
紹
介
さ
れ
て
い
る）

3
（

。
明
治

一
一
、二
年
の
こ
ろ
ま
で
こ
の
京
屋
の
子
孫
が
仲
町
付
近
に
い
た
と
も
記
さ
れ
て
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い
る
こ
と
か
ら
右
の
挿
話
の
年
代
は
幕
末
期
に
溯
る
と
み
ら
れ
、
少
な
く
と
も
東

京
で
は
明
治
初
期
に
は
既
に
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
同
記
事
に

は
、
大
阪
で
更
に
工
夫
し
吹
子
（
鞴
）
を
使
い
二
、三
〇
枚
重
ね
て
置
て
藍
が
深

く
抜
け
る
よ
う
に
し
た
こ
と
、
ま
た
「
東
京
に
て
ハ
此
の
吹
子
の
法
を
安
物
に
の

み
用
ゐ
し
が
、
現
今
ハ
皆
此
の
法
を
用
ゐ
る
事
と
な
れ
り
」
と
も
み
え
る
。
江
戸

（
東
京
）
で
工
夫
さ
れ
た
注
染
の
原
型
が
大
阪
で
鞴
を
用
い
一
度
に
多
く
の
枚
数

を
染
め
る
量
産
向
け
技
法
に
発
展
し
た
様
子
と
同
時
に
、
東
京
で
は
「
安
物
」
す

な
わ
ち
量
産
品
よ
り
も
誂
え
染
め
な
ど
の
制
作
を
優
位
に
と
ら
え
て
い
た
様
子
も

う
か
が
わ
れ
興
味
深
い
。
大
正
末
か
ら
昭
和
初
期
に
は
鞴
に
か
わ
り
染
料
を
急
速

吸
引
す
る
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
が
導
入
さ
れ
、
一
層
効
率
よ
く
鮮
明
に
染
め
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
東
京
で
は
こ
の
時
期
に
浴
衣
地
に
も
注
染
が
本
格
導
入

さ
れ
た
。
注
染
は
、
単
に
効
率
的
な
だ
け
で
な
く
、
多
色
の
差
し
分
け
、
美
し
い

ぼ
か
し
な
ど
長
板
染
め
と
は
異
な
る
特
有
の
表
現
性
を
持
つ
。

な
お
本
稿
中
で
用
い
る
手
拭
い
の
染
色
技
法
、
意
匠
に
関
す
る
基
本
的
な
用
語

を
付
記
し
て
お
く
。

【
染
色
技
法
に
関
す
る
用
語
】

・ 

一
色
染
め
（
白
地
一
色
、
地
染
ま
り
一
色
）
…
模
様
ま
た
は
地
の
ど
ち
ら
か

を
一
色
で
染
め
る
手
法
。

・ 

差
し
分
け
…
一
回
の
型
付
け
で
多
色
の
染
料
を
注
ぎ
分
け
る
手
法
。
色
別
に

糊
の
堤
防
を
作
り
、
色
が
混
ざ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

・ 

細
川
…
二
枚
以
上
の
型
を
使
い
、
複
数
回
型
付
け
、
染
色
を
繰
り
返
す
手

法
。
細
か
な
色
分
け
や
色
の
重
な
り
が
可
能
。

【
意
匠
に
関
す
る
用
語
】

・ 

下
印
…
配
り
物
の
手
拭
い
や
風
呂
敷
に
入
れ
る
配
り
主
の
名
前
。
下
方
に
入

れ
る
の
で
下
印
と
呼
ば
れ
る
。

・ 

天
鯨
…
手
拭
い
を
横
長
に
み
て
上
部
の
み
帯
状
に
染
め
る
構
図
。
以
下
の
中

鯨
、
半
染
め
等
と
と
も
に
手
拭
い
の
典
型
的
な
構
図
の
一
つ
。
手
拭
き
と
し

て
の
清
潔
感
が
感
じ
ら
れ
る
余
白
の
あ
る
構
図
が
多
用
さ
れ
た
。

・
中
鯨
…
手
拭
い
を
横
長
に
み
て
中
央
部
の
み
帯
状
に
染
め
る
構
図
。

・ 

半
染
め
…
手
拭
い
を
半
斜
め
に
区
切
り
一
方
を
染
め
一
方
は
白
く
残
す
構

図
。

・ 

覗
き
…
紋
や
文
様
の
全
体
を
示
さ
ず
一
部
だ
け
覗
か
せ
る
よ
う
に
み
せ
た
意

匠
。「
こ
れ
か
ら
ま
だ
ま
だ
大
き
く
な
り
ま
す
」
と
い
う
意
味
を
込
め
る
。

芸
能
関
係
や
客
商
売
な
ど
の
手
拭
い
等
に
よ
く
み
ら
れ
る
。

※
意
匠
に
関
す
る
用
語
に
つ
い
て
は
豊
田
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

一
︑
歌
舞
伎
役
者
の
手
拭
い
︱
受
け
継
が
れ
る
芸
と
意
匠

歌
舞
伎
の
世
界
で
は
役
者
個
人
の
手
拭
い
が
普
段
か
ら
楽
屋
見
舞
い
に
訪
れ
る

贔
屓
客
な
ど
へ
の
返
礼
の
品
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
襲
名
披
露
の
配
り
物
と
し
て

手
拭
い
は
扇
子
と
と
も
に
必
ず
用
い
ら
れ
る
。
襲
名
披
露
時
の
扇
子
は
著
名
画
家

に
よ
り
描
か
れ
る
こ
と
も
多
い
よ
う
で
あ
る
が
、
手
拭
い
は
、
定
紋
や
替
紋
に
基

づ
く
意
匠
、
あ
る
い
は
代
々
受
け
継
が
れ
た
家
の
文
様
に
よ
る
意
匠
を
先
例
に

倣
っ
て
誂
え
る
。
普
段
の
楽
屋
用
の
手
拭
い
も
定
紋
や
替
紋
、
好
み
の
文
様
に
よ

る
意
匠
だ
が
、
同
じ
お
客
さ
ん
に
く
り
返
し
差
し
上
げ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
配

慮
し
て
、
時
々
で
デ
ザ
イ
ン
を
変
更
す
る
場
合
も
あ
る
。
一
般
に
配
り
物
の
手
拭

い
に
は
配
り
主
の
名
を
入
れ
る
（
下
印
を
入
れ
る
）
の
が
基
本
で
あ
る
。
歌
舞
伎

の
世
界
で
は
、
大
名
題
の
手
拭
い
に
は
敢
え
て
下
印
無
し
、
ま
た
屋
号
の
み
の
も
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の
も
み
ら
れ
る
。
一
門
の
代
表
と
も
な
れ
ば
、
家
の
文
様
や
紋
の
み
で
通
用
す
る

か
ら
で
あ
る
（
以
上
豊
田
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
）。

市
川
団
十
郎
の
「
か
ま
わ
ぬ
」
や
尾
上
菊
五
郎
の
「
よ
き
こ
と
き
く
」
な
ど
今

日
も
続
く
役
者
文
様
の
多
く
は
、
一
九
世
紀
初
期
以
降
に
役
者
文
様
と
し
て
用
い

ら
れ
始
め
る
。
そ
れ
以
前
か
ら
役
者
文
様
は
存
在
す
る
が
、
特
に
文
化
年
間

（
一
八
〇
四
―
一
八
）
後
期
以
降
の
資
料
に
み
え
る
役
者
文
様
に
は
、
読
み
解
き

（
判
じ
物
）
や
構
図
上
の
見
立
の
趣
向
の
多
用
に
よ
る
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
豊

富
さ
が
従
来
に
比
べ
顕
著
に
な
る）

4
（

。
こ
の
傾
向
は
定
紋
、
替
え
紋
に
よ
る
意
匠
に

も
共
通
す
る
。
文
化
後
期
以
降
の
役
者
文
様
に
展
開
し
た
読
み
解
き
や
見
立
の
趣

向
は
戯
作
、
浮
世
絵
の
表
現
と
繋
が
り
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る）

5
（

が
、
同
様
の
捻
り

の
あ
る
着
想
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
の
近
現
代
の
歌
舞
伎
役
者
の
手
拭
い
意
匠
に
も

見
い
だ
さ
れ
る
。
以
下
に
展
示
作
品
の
意
匠
の
特
色
を
、
①
紋
（
役
者
の
定
紋
、

替
紋
）
に
よ
る
意
匠
、
②
判
じ
も
の
な
ど
名
前
に
ち
な
む
意
匠
、
③
そ
の
他
の
家

に
伝
わ
る
好
み
の
文
様
に
よ
る
意
匠
に
分
け
、
典
型
例
を
示
し
て
と
ら
え
て
み
た

い
。①

紋
に
よ
る
意
匠

紋
に
よ
る
意
匠
に
は
、
紋
の
形
に
手
を
加
え
ず
に
あ
ら
わ
す
例
も
確
か
め
ら
れ

る
。
手
拭
い
の
中
央
に
定
紋
と
替
紋
を
比
翼
紋
風
に
少
し
重
ね
て
並
べ
た
意
匠
は

そ
の
典
型
で
あ
る
（
例　

後
掲
「
5
．
豊
田
満
夫
氏
に
聞
く
②
」
に
あ
げ
た
「
四

代
目
中
村
歌
右
衛
門
」）。
そ
の
一
方
で
、
次
に
示
す
よ
う
に
紋
の
要
素
を
用
い
な

が
ら
元
の
紋
の
形
か
ら
は
離
れ
、
意
外
性
の
あ
る
趣
向
を
凝
ら
し
た
意
匠
が
多
く

展
開
さ
れ
て
い
る
。

・「
三
代
目
尾
上
多
賀
之
丞
」（
注
染　

白
地
差
し
分
け　

昭
和
前
期
）
図
1

三
代
目
尾
上
多
賀
之
丞
（
昭
和
二
年
〔
一
九
二
七
〕
襲
名
）
の
配
り
手
拭
い
。

定
紋
〈
菊
鶴
〉
に
ち
な
む
略
筆
の
万
寿
菊
文
様
を
中
鯨
の
構
図
で
染
め
て
い
る
。

〈
菊
鶴
〉
紋
自
体
は
横
向
き
に
と
ら
え
た
多
弁
の
菊
花
を
鶴
と
組
み
合
わ
せ
た
も

の
で
、
同
じ
菊
で
も
全
く
異
な
る
意
匠
で
あ
る
。「
尾
上
多
賀
之
丞
」
の
下
印
。

・「
九
代
目
市
川
高
麗
蔵
」（
注
染　

白
地
差
し
分
け　

昭
和
前
期
）
図
2

九
代
目
市
川
高
麗
蔵
（
昭
和
四
年
〔
一
九
二
九
〕
高
麗
蔵
襲
名
、
後
の
一
一
代

目
團
十
郎
）
の
襲
名
時
の
配
り
物
。
定
紋
〈
四
ツ
花
菱
〉
を
は
み
出
す
よ
う
な
大

き
さ
で
染
め
る
。〈
四
ツ
花
菱
〉
の
上
半
分
を
あ
ら
わ
し
た
部
分
の
み
濃
色
で
染

め
強
調
し
て
い
る
。
紋
な
ど
の
一
部
の
み
を
み
せ
る
「
覗
き
」
意
匠
と
同
じ
発
想

で
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と
大
き
く
な
り
ま
す
、
と
い
う
意
味
を
込
め
た
も
の
と
受
け

取
れ
る
。「
金
太
郎
改
九
代
目
市
川
高
麗
蔵
」
と
摺
ら
れ
た
掛
け
紙
を
伴
い
、
昭

和
四
年
の
襲
名
披
露
時
の
手
拭
い
と
わ
か
る
。
下
印
は
な
い
。

・「
五
代
目
片
岡
市
蔵
」（
注
染　

差
し
分
け　

昭
和
前
期
）
図
3

五
代
目
片
岡
市
蔵
（
昭
和
九
年
〔
一
九
三
四
〕
襲
名
）
の
配
り
手
拭
い
。
定
紋

〈
銀
杏
丸
〉（
一
葉
の
銀
杏
葉
を
丸
く
象
る
）
に
ち
な
み
、
鹿
の
子
入
り
の
銀
杏
の

葉
を
散
ら
し
た
意
匠
。
下
印
は
虫
喰
い
丸
に
「
五
世
片
岡
市
蔵
」。
虫
が
喰
っ
た

よ
う
な
不
規
則
な
破
れ
の
あ
る
虫
喰
い
丸
は
、「
虫
に
喰
わ
れ
る
ほ
ど
好
か
れ
る
」

と
い
う
意
味
を
込
め
て
人
気
商
売
に
よ
く
使
わ
れ
る
。
昭
和
九
年
の
五
代
目
襲
名

後
、
日
中
戦
争
開
戦
に
伴
い
綿
製
品
製
造
加
工
統
制
が
始
ま
る
昭
和
一
三
年
ま
で

の
製
作
か
。

・「
三
代
目
市
川
猿
之
助
」（
注
染　

白
地
一
色　

昭
和
後
期
）

三
代
目
市
川
猿
之
助
（
昭
和
三
八
年
〔
一
九
六
三
〕
襲
名
、
現
二
代
目
市
川
猿

翁
）
の
配
り
手
拭
い
。
素
描
風
の
沢
潟
図
を
染
め
る
。
こ
の
主
題
は
定
紋
〈
沢

瀉
〉
に
よ
る
。「
三
代
目
」「
猿
之
助
」
の
下
印
。

こ
の
よ
う
に
紋
に
よ
る
意
匠
に
は
、
紋
の
一
部
を
思
い
が
け
な
い
形
で
示
す
、
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図 1　「三代目尾上多賀之丞」

図 2　「九代目市川高麗蔵」

図 3　「五代目片岡市蔵」

図 4　「一五代目市村羽左衛門」

図 1から図 25は全て豊田コレクショ所蔵
図 5　「六代目尾上菊五郎」
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紋
の
素
材
を
性
格
の
異
な
る
意
匠
に
展
開
す
る
な
ど
の
技
巧
が
見
い
だ
さ
れ
る
。

②
名
前
に
ち
な
む
意
匠

人
の
名
前
を
見
立
趣
向
の
技
巧
を
用
い
て
馴
染
み
の
あ
る
装
飾
意
匠
に
潜
ま

せ
、
読
み
解
か
せ
る
趣
向
は
、
江
戸
時
代
後
期
、
天
明
期
の
山
東
京
伝
の
見
立
小

紋
集
『
小
紋
裁
』（
天
明
四
年
〔
一
七
八
四
〕）『
小
紋
新
法
』（
天
明
六
年
）
に
も

み
ら
れ
た）

6
（

。
一
九
世
紀
前
期
、
文
政
期
（
一
八
一
八
―
三
〇
）
頃
か
ら
は
役
者
文

様
に
尾
上
菊
五
郎
の
「
キ
ク
ゴ
ロ
格
子
」（
縦
四
筋
横
五
筋
の
格
子
に
キ
と
呂
の

文
字
を
入
れ
た
格
子
文
様
）
を
は
じ
め
、
江
戸
で
好
ま
れ
た
縞
や
格
子
の
構
図
に

文
字
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
名
前
を
読
み
解
か
せ
る
数
々
の
意
匠
が
展
開
し
、
こ
の

系
譜
は
近
代
以
降
も
継
承
さ
れ
て
い
る
。

・ 「
一
五
代
目
市
村
羽
左
衛
門
」（
引
き
染
め
〔
煉
瓦
染
め
〕　

明
治
後
期
か
）

図
4

一
五
代
目
市
村
羽
左
衛
門
（
明
治
三
六
年
〔
一
九
〇
三
〕
襲
名
）
の
配
り
手
拭

い
。
煉
瓦
染
め
に
よ
る
鮮
明
な
柿
色
の
市
村
格
子
。
煉
瓦
染
め
と
は
煉
瓦
粉
を
用

い
て
両
面
引
き
染
め
に
す
る
技
法
で
あ
る
。
明
治
三
〇
年
代
頃
よ
り
制
作
さ
れ
て

お
り
、
鮮
明
な
柿
色
（
赤
茶
色
）
と
顔
料
な
ら
で
は
の
厚
み
が
特
徴
的
で
、
印
半

天
に
も
用
い
ら
れ
た
（
豊
田
氏
に
よ
る
）。

・「
六
代
目
尾
上
菊
五
郎
」（
注
染　

白
地
一
色　

大
正
か
ら
昭
和
前
期
）
図
5

六
代
目
尾
上
菊
五
郎
（
明
治
三
六
年
〔
一
九
〇
三
〕
襲
名
）
の
配
り
物
。
文
様

は
お
馴
染
み
の
「
キ
ク
ゴ
ロ
格
子
」
だ
が
、
空
白
が
な
い
ほ
ど
太
い
線
で
あ
ら
わ

さ
れ
て
い
る
。
大
名
題
の
ゆ
る
ぎ
な
い
貫
禄
が
伝
わ
っ
て
く
る
か
の
よ
う
で
あ

る
。
下
印
は
無
い
。

・「
八
代
目
尾
上
榮
三
郎
」（
注
染　

白
地
一
色　

昭
和
前
期
）

「
榮
」
の
字
に
三
本
六
本
の
格
子
で
榮
三
郎
の
名
を
示
す
。
下
印
は
な
い
。
昭

和
四
年
（
一
九
二
九
）
の
襲
名
か
ら
日
中
戦
争
開
戦
後
、
綿
製
品
の
統
制
が
始
ま

る
昭
和
一
三
年
ま
で
の
製
作
か
。
八
代
目
尾
上
榮
三
郎
は
昭
和
二
〇
年
に
没
し
て

い
る
。

・「
四
代
目
片
岡
我
當
」（
注
染　

差
し
分
け　

昭
和
前
期
）
図
6

四
代
目
片
岡
我
當
（
昭
和
四
年
我
當
襲
名
、
戦
後
昭
和
二
六
年
（
一
九
五
一
）

に
一
三
代
目
仁
左
衛
門
を
襲
名
）。
の
配
り
物
。「
が
」
の
字
入
り
五
本
筋
の
格
子

で
「
が
と
う
」
と
読
ま
せ
る
。
左
右
は
松
嶋
屋
の
替
紋
〈
追
い
か
け
五
枚
銀
杏
〉

に
ち
な
み
銀
杏
葉
を
分
銅
型
に
組
み
合
わ
せ
て
繋
い
だ
文
様
（「
銀
杏
水
」）。
下

印
は
無
い
。　

・「
一
四
代
目
守
田
勘
弥
」（
注
染　

白
地
一
色　

昭
和
前
期
）
図
7

一
四
代
目
守
田
勘
弥
（
昭
和
一
〇
年
〔
一
九
三
五
〕
襲
名
）
の
配
り
物
。
文
様

は
姓
に
ち
な
む
「
田
の
字
菱
」
を
つ
な
い
だ
も
の
。
下
印
に
は
屋
号
の
「
喜
之
字

屋
」
の
み
を
染
め
る
。
一
四
代
を
襲
名
し
た
昭
和
一
〇
年
か
ら
、
日
中
戦
争
開
戦

後
、
綿
製
品
の
統
制
が
始
ま
る
昭
和
一
三
年
ま
で
の
製
作
か
。

・「
初
代
中
村
吉
衛
門
」（
注
染
白
地
一
色　

昭
和
前
期
）
図
8

初
代
中
村
吉
衛
門
の
配
り
物
。
文
様
は
屋
号
に
ち
な
む
播
磨
屋
格
子
。
八
本
筋

（
は
）
と
絣
入
り
二
本
筋
（
り
）
に
「
ま
」
の
字
で
は
り
ま
や
と
読
ま
せ
る
。
下

印
は
無
い
。

③
そ
の
他
の
好
み
の
文
様
に
よ
る
意
匠

前
述
の
よ
う
に
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
様
々
な
役
者
文
様
が
展
開
し
た
が
、
そ

れ
ら
の
中
に
は
家
の
「
好
み
の
文
様
」
と
し
て
代
々
受
け
継
が
れ
て
い
る
も
の
も

あ
り
、
近
現
代
の
歌
舞
伎
役
者
の
配
り
手
拭
い
に
も
染
め
ら
れ
て
い
る
。

・「
六
代
目
市
川
寿
美
蔵
」（
注
染　

白
地
一
色　

大
正
か
ら
昭
和
前
期
）

六
代
目
市
川
寿
美
蔵
（
明
治
四
〇
年
〔
一
九
〇
七
〕
に
寿
美
蔵
襲
名
、
昭
和
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図 6　「四代目片岡我當」

図 7　「一四代目守田勘弥」

図 8　「初代中村吉右衛門」

図 9　「八代目澤村宗十郎」



（
八
）

― 108 ―

二
四
年
に
三
代
目
寿
海
襲
名
）
の
配
り
手
拭
い
。
天
鯨
に
荒
磯
文
様
。「
寿
美
蔵
」

の
下
印
。

・「
八
代
目
澤
村
宗
十
郎
」（
注
染　

差
し
分
け　

昭
和
二
八
年
）
図
9

澤
村
宗
十
郎
の
昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）、
八
代
目
襲
名
時
の
配
り
手
拭
い
。

好
み
の
文
様
で
あ
る
「
観
世
水
」
と
「
千
鳥
」
を
、
水
面
に
鳥
が
飛
ぶ
よ
う
な
構

図
で
意
匠
化
し
て
い
る
。
下
印
は
虫
喰
い
丸
に
「
宗
十
郎
」。

・「
一
二
代
目
市
川
団
十
郎
」（
注
染　

白
地
一
色　

昭
和
後
期
）

一
二
代
目
団
十
郎
（
昭
和
六
〇
年
〔
一
九
八
五
〕
一
二
代
目
襲
名
）
の
配
り
手

拭
い
。
七
代
目
団
十
郎
以
来
の
好
み
の
文
様
、「
か
ま
わ
ぬ
」
つ
な
ぎ
を
横
一
筋

に
染
め
る
。
下
印
は
無
い
。

歌
舞
伎
役
者
の
手
拭
い
意
匠
は
、
紋
や
家
の
文
様
な
ど
に
よ
る
た
め
定
型
的
な

も
の
と
想
像
し
が
ち
で
あ
る
が
、
近
現
代
に
お
い
て
も
多
様
な
変
化
形
が
追
求
さ

れ
て
き
た
こ
と
が
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
の
手
拭
い
の
作
例
に
よ
っ
て
改
め
て
確
か
め

ら
れ
た
。
特
に
古
い
年
代
の
も
の
ほ
ど
紋
や
好
み
の
文
様
を
示
す
の
に
、
構
図
を

工
夫
し
た
り
、
見
立
て
の
発
想
で
変
化
を
付
け
た
り
と
独
自
性
の
あ
る
趣
向
が
追

求
さ
れ
て
お
り
、
江
戸
の
意
匠
感
覚
の
継
承
が
う
か
が
わ
れ
る
。
定
紋
を
極
度
に

拡
大
し
て
「
覗
き
」
紋
の
よ
う
に
仕
立
て
た
「
九
代
目
市
川
高
麗
蔵
」
や
、
好
み

の
文
様
を
絵
の
よ
う
な
構
図
で
示
し
た
「
八
代
目
澤
村
宗
十
郎
」
な
ど
は
、
典
型

的
な
例
と
い
え
よ
う
。
ま
た
「
六
代
目
尾
上
菊
五
郎
」
の
極
太
の
「
キ
ク
ゴ
ロ
格

子
」
の
よ
う
に
基
本
の
文
様
で
あ
っ
て
も
線
の
太
さ
等
一
々
に
こ
だ
わ
り
と
意
図

が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
を
払
い
た
い
。

二
︑
落
語
家
の
手
拭
い
︱
こ
だ
わ
り
の
意
匠
を
競
う

  

落
語
の
世
界
で
も
、
襲
名
披
露
や
真
打
ち
昇
進
な
ど
の
祝
儀
の
配
り
物
と
し

て
手
拭
い
と
扇
子
が
用
意
さ
れ
る
。
普
段
は
返
礼
用
よ
り
も
、
新
年
な
ど
の
落
語

家
同
士
の
挨
拶
に
使
う
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
代
々
の
芸
の
継
承
を
重
ん
ず

る
歌
舞
伎
界
と
異
な
り
、
落
語
は
基
本
的
に
個
人
の
芸
な
の
で
、
手
拭
い
の
意
匠

も
基
本
的
に
落
語
家
個
人
の
も
の
で
あ
る
（
以
上
豊
田
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に

よ
る
）。

落
語
家
の
配
り
手
拭
い
に
も
、
一
門
や
個
人
の
紋
に
よ
る
意
匠
も
あ
る
が
、

代
々
の
決
ま
り
事
を
重
ん
ず
る
歌
舞
伎
界
と
は
異
な
り
、
よ
り
個
性
的
な
意
匠
が

目
立
つ
。
特
に
目
立
つ
の
が
名
前
を
示
す
文
字
意
匠
の
系
統
、
絵
画
的
な
意
匠
の

系
統
で
あ
る
。
後
者
に
は
俳
画
風
の
も
の
、
人
気
の
挿
絵
画
家
や
漫
画
家
の
下
絵

に
よ
る
も
の
な
ど
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
に
近
い
感

覚
の
も
の
ま
で
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
追
求
し
、
競
い
合
う
か
の
よ
う
に
多
様
で

あ
る
。

以
下
、
①
紋
に
よ
る
意
匠
、
②
名
前
に
ち
な
む
意
匠
、
③
絵
画
的
な
意
匠
の
具

体
例
を
示
す
。

①
紋
に
よ
る
意
匠

・「
六
代
目
三
遊
亭
圓
生
」（
注
染　

白
地
差
し
分
け　

昭
和
後
期
）

一
門
の
定
紋
、〈
三
ツ
組
橘
〉
の
日
向
紋
、
陰
紋
を
重
ね
て
並
べ
る
。「
圓
生
」

の
下
印
。
歌
舞
伎
役
者
の
紋
に
よ
る
意
匠
の
基
本
形
と
同
様
の
構
図
で
あ
る
。

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
の
落
語
家
の
配
り
手
拭
い
の
意
匠
に
は
、
一
門
の
紋
に
よ
る

意
匠
の
ほ
か
個
人
の
定
紋
に
よ
る
意
匠
も
み
え
る
。
た
と
え
ば
〈
丸
に
横
木
瓜
〉

紋
を
陰
日
向
、
大
小
の
変
化
を
つ
け
て
散
ら
し
た
「
桂
歌
丸
」（
注
染　

地
染
ま
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り
一
色　

昭
和
後
期
）
は
そ
の
例
で
あ
る
。
落
語
家
の
配
り
手
拭
い
で
は
歌
舞
伎

界
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
元
の
紋
の
形
を
離
れ
捻
っ
た
意
匠
を
追
求
す
る
例
は
少
な

い
よ
う
で
あ
る
。
紋
に
よ
る
意
匠
よ
り
も
、
名
前
を
読
み
解
か
せ
る
、
似
顔
を
取

り
入
れ
る
な
ど
落
語
家
個
人
を
示
す
明
瞭
な
主
張
を
も
つ
意
匠
が
選
ば
れ
る
傾
き

が
あ
る
。

②
名
前
に
ち
な
む
意
匠

落
語
家
の
手
拭
い
に
は
名
前
を
示
す
文
字
意
匠
が
多
く
み
ら
れ
る
。

・「
五
代
目
柳
家
小
さ
ん
」（
注
染　

地
染
ま
り
一
色　

昭
和
中
期
）
図
10　

「
小
三
」
の
名
を
牡
丹
文
字
で
あ
ら
わ
し
、
並
べ
た
意
匠
。
牡
丹
文
字
と
は
手

拭
い
や
印
半
纏
な
ど
に
使
わ
れ
る
装
飾
書
体
で
あ
り
、
一
画
一
画
を
牡
丹
の
花
弁

の
よ
う
な
波
打
つ
輪
郭
で
太
く
隙
間
無
く
あ
ら
わ
し
、
文
字
全
体
を
丸
く
象
っ
た

も
の
で
あ
る
。
豊
田
氏
に
よ
れ
ば
、
本
来
は
山
（
輪
郭
の
波
打
つ
凹
凸
）
の
数
に

も
縁
起
の
良
さ
を
考
え
た
決
ま
り
事
が
あ
っ
た
と
い
う
。

名
前
に
ち
な
む
意
匠
に
は
、
余
分
な
変
化
は
加
え
ず
揮
毫
さ
れ
た
文
字
そ
の
も

の
を
中
心
に
据
え
た
作
例
も
あ
る
。
例
と
し
て
今
村
恒
美
の
揮
毫
に
よ
る
春
風
亭

柳
昇
の
名
を
染
め
抜
い
た
「
五
代
目
春
風
亭
柳
昇
」（
注
染　

地
染
ま
り
一
色　

昭
和
中
期
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
た
だ
し
落
語
家
の
手
拭
い
に
は
文
字
絵
の
趣

向
、
あ
る
い
は
絵
や
文
様
と
文
字
の
組
み
合
わ
せ
で
、
判
じ
物
風
に
読
み
解
か
せ

る
趣
向
が
目
立
つ
。
歌
舞
伎
役
者
の
手
拭
い
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
縞
や
格
子
の
本

数
に
意
味
を
持
た
せ
文
字
と
組
み
合
わ
せ
る
判
じ
物
意
匠
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、

落
語
家
の
手
拭
い
に
み
ら
れ
る
読
み
解
き
の
趣
向
は
よ
り
多
彩
で
あ
る
。

・「
五
代
目
古
今
亭
今
輔
」（
注
染
白
地
一
色　

昭
和
中
期
）
図
11

お
婆
さ
ん
も
の
の
噺
を
得
意
と
し
た
こ
と
に
ち
な
む
か
の
よ
う
な
お
多
福
の
面

が
染
め
ら
れ
て
い
る
。
額
髪
と
紐
で
「
今
輔
」
の
文
字
絵
と
な
っ
て
い
る
。
下
印

は
「
古
今
亭
」
と
亭
号
の
み
で
、
文
字
絵
と
あ
わ
せ
「
古
今
亭
今
輔
」
と
な
る
。

・「
二
代
目
桂
小
近
治
」（
注
染　

地
染
ま
り
一
色　

昭
和
後
期
）

鋭
い
書
体
で
「
桂
小
金
治
」
の
文
字
が
横
書
き
さ
れ
て
い
る
。
文
字
の
配
置
全

体
が
縁
起
の
よ
い
扇
型
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
も
一
種
の
文
字
絵
の
性
格
を
持

つ
。・「

三
遊
亭
楽
太
郎
」（
注
染　

地
染
ま
り
一
色　

平
成
）

一
見
崩
し
松
葉
を
繋
い
だ
縞
模
様
の
よ
う
に
み
え
る
が
目
を
凝
ら
す
と
「
三
遊

亭
楽
太
郎
」
の
崩
し
字
繋
ぎ
と
な
っ
て
い
る
。
文
字
を
そ
の
ま
ま
装
飾
意
匠
に
溶

け
込
ま
せ
る
趣
向
は
京
伝
作
品
を
は
じ
め
と
す
る
江
戸
後
期
の
戯
作
絵
本
の
世
界

で
育
ま
れ
た
見
立
意
匠
の
系
譜
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

・「
一
〇
代
目
金
原
亭
馬
生
」（
注
染　

地
染
ま
り
一
色　

昭
和
中
期
）
図
12

走
る
馬
の
図
に
、
篆
書
体
の
「
生
」
の
字
を
小
さ
く
添
え
、「
馬
生
」
の
名
を

示
す
。

こ
の
よ
う
な
絵
、
あ
る
い
は
文
様
と
文
字
の
組
み
合
わ
せ
も
、
判
じ
物
意
匠
の

典
型
的
な
技
巧
の
一
つ
で
あ
り
、
桃
の
実
の
文
様
と
「
輔
」
の
文
字
を
並
べ
天
鯨

（
上
辺
一
筋
）
に
染
め
た
「
古
今
亭
桃
輔
」（
注
染　

白
地
一
色　

昭
和
中
期
）
な

ど
も
そ
の
例
と
い
え
よ
う
。

③
絵
画
的
な
意
匠

著
名
絵
師
に
下
絵
を
依
頼
し
た
誂
え
染
め
の
手
拭
い
は
、
幕
末
期
に
も
み
ら
れ

た
よ
う
だ
が）

7
（

、
落
語
家
の
配
り
手
拭
い
に
は
時
々
の
人
気
挿
絵
画
家
、
漫
画
家
に

よ
る
下
絵
の
作
例
が
目
立
つ
。

・「
三
代
目
古
今
亭
志
ん
朝
」（
注
染　

白
地
差
し
分
け　

昭
和
中
期
）
図
13

日
本
画
家
で
挿
絵
画
家
と
し
て
も
知
ら
れ
る
鴨
下
晁
湖
に
よ
る
富
士
図
。
整
理

さ
れ
た
描
線
で
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
が
、
紺
を
基
調
に
山
裾
が
鼠
色
に
ぼ
か
さ
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図 10　「五代目柳家小さん」

図 11　「五代目古今亭今輔」

図 12　「一〇代目金原亭馬生」

図 13　「三代目古今亭志ん朝」

図 14　「初代林家三平」
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れ
、
立
体
感
も
感
じ
さ
せ
る
。「
晁
湖
画
」
の
落
款
、「
爲　

古
今
亭
志
ん
朝
」
の

文
字
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

・「
初
代
林
家
三
平
」（
注
染　

白
地
一
色　

昭
和
中
期
）
図
14

挿
絵
画
家
、
今
村
恒
美
が
描
く
、
三
番
叟
を
舞
う
林
家
三
平
の
図
。
三
番
叟
は

祝
儀
の
演
目
で
あ
る
が
、
舞
い
手
の
顔
が
三
平
の
似
顔
と
な
っ
て
い
る
。「
林
家

三
平
三
番
之
図
」
の
題
、「
恒
美
画
」
の
落
款
と
朱
印
を
添
え
る
。

右
の
よ
う
な
落
語
家
本
人
の
似
顔
表
現
は
落
語
家
の
手
拭
い
に
し
ば
し
ば
取
り

入
れ
ら
れ
て
い
る
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
に
は
清
水
崑
に
よ
る
似
顔
の
高
座
姿
の

「
立
川
談
志
」（
注
染
差
し
分
け　

昭
和
中
期
）、
手
塚
治
虫
に
よ
る
鞍
馬
天
狗
姿

（
た
だ
し
頭
巾
が
イ
カ
型
に
な
っ
て
い
る
）
の
「
林
家
喜
久
蔵
」（
注
染
白
地
一
色　

昭
和
後
期
）
な
ど
様
々
な
例
が
あ
る
。
横
山
隆
一
描
く
フ
ク
ち
ゃ
ん
の
ハ
サ
ミ
か

ら
生
ま
れ
た
大
き
な
切
り
絵
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が
似
顔
と
な
っ
て
い
る
「
林
家
い
っ

平
」（
注
染　

細
川　

平
成
）
は
、
意
外
性
が
あ
り
成
長
へ
の
期
待
も
感
じ
さ
せ

る
秀
逸
な
意
匠
で
あ
る
。
掛
け
紙
も
凝
っ
た
も
の
で
、
す
く
す
く
と
伸
び
る
筍
を

木
版
摺
り
と
し
、
文
字
は
寄
席
文
字
の
橘
右
近
（
一
九
〇
三
―
九
五
）
に
よ
る

（
裏
面
に
「
橘
右
近　

九
十
一
歳
」
と
あ
る
）。

三
︑
講
談
︑
各
種
演
芸
︑
お
笑
い
︱
多
彩
な
芸
を
染
め
る

講
談
師
や
、
漫
談
、
奇
術
、
紙
切
り
な
ど
寄
席
芸
に
携
わ
る
人
々
の
間
で
も
、

楽
屋
う
ち
の
挨
拶
な
ど
に
手
拭
い
が
用
い
ら
れ
て
い
る
（
豊
田
氏
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
よ
る
）。

各
種
寄
席
芸
の
手
拭
い
に
も
意
匠
の
決
ま
り
事
は
な
く
、
特
に
「
色
物
」
の
芸

人
の
手
拭
い
に
は
、
華
や
か
で
個
性
的
な
意
匠
が
目
立
つ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
芸
の
特

色
に
ち
な
む
意
匠
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
他
の
ジ
ャ
ン
ル
と
異
な
る
傾
向
と
い
え
る

で
あ
ろ
う
。
特
徴
的
な
二
例
を
示
す
。

・「
キ
ャ
ン
デ
ー
ボ
ー
イ
ズ
」（
注
染　

差
し
分
け　

昭
和
中
期
）
図
15

キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ボ
ー
イ
ズ
は
昭
和
二
六
年
（
一
九
五
一
）
結
成
さ
れ
た
曲
芸

（
太
神
楽
）
の
グ
ル
ー
プ
。
投
げ
物
（
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
）
の
芸
に
使
う
曲
撥
と
毬

を
組
み
合
わ
せ
た
軽
妙
な
意
匠
で
あ
る
。

・「
石
田
一
松
」（
注
染　

差
し
分
け　

昭
和
中
期
）
図
16

「
の
ん
き
節
」
で
売
り
出
し
た
演
歌
師
、
漫
談
師
で
、
国
会
議
員
に
も
な
っ
た

石
田
一
松
の
手
拭
い
。
一
松
の
似
顔
の
背
景
に
、
の
ん
き
節
の
楽
譜
と
「
の
ん
き

節
う
た
う
の
ん
き
で
な
い
男
」
の
句
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

自
由
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
手
拭
い
の
意
匠
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
芸
風
も
う
か
が

わ
れ
、
芸
能
史
資
料
と
し
て
も
注
目
で
き
る
。

四
︑
俳
優
︑
歌
手
の
手
拭
い
︱
ス
タ
ー
た
ち
の
楽
屋
う
ち

現
代
的
な
シ
ョ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で
活
躍
す
る
俳
優
や
歌
手
に
も
配
り
手
拭

い
の
文
化
は
継
承
さ
れ
て
い
る
。

俳
優
が
舞
台
や
映
画
、
ド
ラ
マ
に
出
演
す
る
際
、
歌
手
が
舞
台
に
出
演
す
る
際

に
も
配
り
手
拭
い
を
誂
え
る
。
手
拭
い
は
後
援
会
、
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
な
ど
へ
の
返

礼
の
ほ
か
、
楽
屋
内
で
の
共
演
者
同
士
の
挨
拶
に
用
い
ら
れ
、
ま
た
制
作
発
表
な

ど
に
際
し
て
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
に
宣
伝
の
た
め
配
ら
れ
る
。
楽
屋
う
ち
の
挨
拶
に

使
わ
れ
る
た
め
、
化
粧
落
と
し
等
の
実
用
性
か
ら
ガ
ー
ゼ
地
の
手
拭
い
が
選
ば
れ

る
こ
と
も
あ
る
（
以
上
豊
田
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
）。

俳
優
、
歌
手
の
配
り
手
拭
い
に
は
決
ま
り
事
は
な
い
が
、
紋
と
名
前
の
み
な
ど
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図 15　「キャンデーボーイズ」

図 16　「石田一松」

図 17　「水谷八重子」

図 19　「旭輝子」

図 18　同上掛紙
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意
外
な
ほ
ど
簡
素
な
意
匠
も
多
く
、
華
や
か
な
ス
タ
ー
た
ち
の
職
業
人
と
し
て
の

顔
を
う
か
が
わ
せ
る
。
サ
イ
ン
が
染
め
ら
れ
る
例
が
多
い
の
は
俳
優
、
歌
手
な
ど

の
手
拭
い
の
特
徴
で
あ
り
、
い
わ
ば
名
刺
代
わ
り
に
挨
拶
の
た
め
に
渡
す
と
い
う

使
い
方
を
反
映
し
て
い
る
。

典
型
的
な
意
匠
類
型
を
示
せ
ば
、
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
み
ら
れ
る
。

い
ず
れ
の
類
型
で
も
殆
ど
の
場
合
サ
イ
ン
が
添
え
ら
れ
る
。

①
紋
に
よ
る
意
匠

俳
優
や
歌
手
の
配
り
手
拭
い
に
み
ら
れ
る
紋
に
よ
る
意
匠
も
比
較
的
オ
ー
ソ

ド
ッ
ク
ス
な
表
現
に
お
さ
ま
っ
て
お
り
、
歌
舞
伎
役
者
の
手
拭
い
の
よ
う
に
紋
そ

の
も
の
の
形
を
離
れ
意
匠
の
趣
向
を
追
求
す
る
傾
向
は
み
ら
れ
な
い
。

・「
水
谷
八
重
子
」（
注
染　

細
川　

昭
和
前
期
）
図
17

今
回
の
展
示
中
、
俳
優
の
手
拭
い
と
し
て
は
唯
一
戦
前
期
の
作
品
で
あ
る
。

〈
裏
八
重
桜
〉
紋
と
〈
揺
り
結
び
柏
〉
の
陰
紋
を
並
べ
て
染
め
る
。〈
裏
八
重
桜
〉

は
丁
寧
な
細
川
技
法
で
細
い
紺
の
輪
郭
線
の
中
を
水
色
で
染
め
て
お
り
、
古
典
的

な
家
紋
の
定
型
と
は
異
な
る
モ
ダ
ン
な
意
匠
感
覚
が
感
じ
ら
れ
る
。「
八
重
子
」

の
下
印
を
入
れ
る
。「
手
拭
半
天
堺
屋
製
歌
舞
伎
前
」
の
朱
印
の
あ
る
木
版
掛
紙

（
図
18
）
を
伴
う
が
、
こ
の
掛
紙
の
熨
斗
意
匠
も
古
典
的
な
も
の
で
は
な
く
同
時

代
感
覚
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
。

②
名
前
に
ち
な
む
意
匠

歌
舞
伎
の
役
者
文
様
に
倣
っ
た
、
格
子
や
文
字
を
組
み
合
わ
せ
個
人
の
名
を
示

す
判
じ
物
風
の
意
匠
を
用
い
る
例
は
俳
優
の
手
拭
い
に
も
み
ら
れ
る
。
次
節
五
、

の
②
に
あ
げ
た
「
田
村
亮
」
の
「
田
村
格
子
」
な
ど
は
そ
の
典
型
で
あ
る
。

一
方
、
名
前
に
ち
な
み
な
が
ら
、
次
の
例
の
よ
う
に
よ
り
自
由
な
感
覚
で
形
作

ら
れ
た
意
匠
も
見
受
け
ら
れ
る

・「
旭
輝
子
」（
注
染　

差
し
分
け　

昭
和
中
期
）
図
19

旭
（
朝
日
）
が
輝
く
と
読
め
る
名
前
に
ち
な
み
、
朝
日
に
色
づ
く
明
け
方
の
空

を
ぼ
か
し
入
り
の
差
し
分
け
技
法
で
染
め
た
印
象
的
な
意
匠
で
あ
る
。

③
絵
画
的
な
意
匠

落
語
家
の
手
拭
い
同
様
に
、
画
家
や
漫
画
家
な
ど
に
よ
る
本
人
の
似
顔
絵
を
取

り
入
れ
た
意
匠
は
俳
優
や
歌
手
の
手
拭
い
に
も
み
ら
れ
る
。
展
示
作
品
の
中
で
は

「
石
原
良
純
」（
注
染
白
地
一
色　

平
成
）
の
、
印
象
の
強
い
目
鼻
口
元
の
ス
ケ
ッ

チ
を
中
心
に
据
え
た
意
匠
な
ど
は
そ
の
典
型
と
い
え
よ
う
。

一
方
、
俳
優
の
中
に
は
余
技
と
し
て
絵
を
描
く
人
々
も
あ
り
、
本
人
の
作
品
や

ス
ケ
ッ
チ
を
下
絵
と
し
て
染
め
た
例
も
見
受
け
ら
れ
る
。
次
節
五
、
の
②
「
吉
永

小
百
合
（
百
合
と
少
女
）」「
吉
永
小
百
合
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
景
）」「
名
古
屋
章
」

な
ど
は
そ
の
例
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
類
型
の
ほ
か
、
女
優
や
女
性
歌
手
に
は
サ
イ
ン
に
花
の
モ
チ
ー
フ
を

添
え
る
例
も
多
い
。
次
節
五
、
の
②
「
ジ
ュ
デ
ィ
・
オ
ン
グ
」
な
ど
は
そ
の
例
で

あ
る
。五

︑ 

豊
田
満
夫
氏
に
聞
く
︱
芸
能
人
の
手
拭
い
制
作
と
豊
田
コ
レ

ク
シ
ョ
ン

は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
芸
能
界
の
配
り
物
用
手
拭
い
は
、
豊
田
氏
の
手
拭

い
制
作
の
仕
事
の
中
核
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
豊
田
氏
は
手
拭
い
、
浴
衣
、
の
れ

ん
、
半
纏
等
の
制
作
、
卸
を
行
う
株
式
会
社
戸
田
屋
商
店
に
昭
和
二
七
年

（
一
九
五
二
）
よ
り
平
成
一
四
年
（
二
〇
〇
二
）
ま
で
勤
務
さ
れ
た
。
そ
の
間
、

芸
能
関
係
や
個
人
か
ら
の
注
文
を
受
け
て
の
誂
え
制
作
は
昭
和
三
十
年
代
末
か
ら
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始
め
、
会
社
退
職
後
も
、
芸
能
関
係
の
顧
客
の
別
注
品
（
誂
え
）
を
中
心
に
手
拭

い
、
浴
衣
地
等
の
制
作
に
携
わ
ら
れ
、
本
稿
執
筆
時
点
で
も
継
続
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
二
〇
一
六
年
八
月
二
四
日
、
九
月
一
〇
日
、
東
京
和
晒
創
造
館
に
て

豊
田
氏
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
誂
え
制
作
の
プ
ロ
セ
ス
、
特
に
ど
の
よ
う
に

意
匠
が
決
定
さ
れ
、
型
紙
制
作
に
ま
わ
す
下
絵
が
作
成
さ
れ
る
の
か
を
伺
っ
た
。

ま
た
、
こ
れ
と
あ
わ
せ
て
豊
田
氏
自
身
が
携
わ
ら
れ
た
手
拭
い
に
つ
い
て
、
制
作

に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
伺
っ
た
。

①
豊
田
満
夫
氏
に
聞
く
︱
芸
能
人
の
手
拭
い
制
作
と
豊
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

以
下
に
誂
え
制
作
の
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
内
容
を
示
す
。
筆

者
の
質
問
は
二
重
山
括
弧
《
》、
豊
田
氏
の
回
答
は
か
ぎ
括
弧
「
」
で
示
す
。
回

答
の
文
面
は
発
話
さ
れ
た
内
容
の
重
複
を
整
理
し
、
豊
田
氏
に
確
認
し
て
い
た
だ

い
た
も
の
で
あ
る
。

《
豊
田
さ
ん
が
長
年
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
、
歌
舞
伎
を
は
じ
め
と
す
る
芸
能
の

世
界
の
配
り
物
用
の
手
拭
い
制
作
に
つ
い
て
、
ま
た
豊
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

ま
ず
注
文
は
ど
の
よ
う
に
入
る
の
で
す
か
？
》

「
百
貨
店
や
呉
服
屋
さ
ん
が
受
け
た
注
文
が
、
私
の
勤
め
て
い
た
戸
田
屋
の
よ

う
な
手
拭
い
制
作
を
専
門
に
扱
う
問
屋
に
来
る
の
が
一
般
的
で
し
た
。
昭
和
五
〇

年
頃
か
ら
は
一
般
に
、
別
注
（
誂
え
）
の
手
拭
い
を
デ
パ
ー
ト
に
頼
む
こ
と
自
体

が
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。」

「
私
は
会
社
に
勤
め
て
い
た
頃
か
ら
直
接
承
け
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
の

で
、
退
職
後
は
会
社
を
通
し
た
仕
事
は
お
返
し
を
し
ま
し
て
、
直
接
承
け
て
き
た

お
客
様
を
続
け
て
い
ま
す
。」

《
図
案
な
ど
誂
え
全
般
の
相
談
は
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
で
す
か
？
》

「
歌
舞
伎
の
役
者
さ
ん
の
場
合
は
奥
さ
ん
や
番
頭
さ
ん
を
通
し
て
手
拭
い
を
作

り
た
い
と
い
う
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
本
人
が
こ
う
言
っ
て
い
る
か

ら
こ
う
や
っ
て
く
だ
さ
い
、
と
い
っ
た
風
に
ご
本
人
の
意
向
を
伺
い
ま
す
。
最
近

は
役
者
さ
ん
の
事
務
所
の
方
か
ら
の
依
頼
も
あ
り
ま
す
。
中
に
は
ご
本
人
と
直
接

相
談
す
る
例
も
あ
り
ま
す
。
今
回
展
示
し
て
い
る
尾
上
松
也
さ
ん
の
手
拭
い
は
直

接
や
っ
て
い
ま
す
。」

「
舞
台
俳
優
や
歌
手
の
方
の
場
合
は
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
さ
ん
や
事
務
所
を
通
じ
て
、

あ
る
い
は
直
接
で
す
。」　

《
図
案
は
ど
の
よ
う
に
決
定
す
る
の
で
す
か
？
》

「
歌
舞
伎
の
場
合
、
特
に
襲
名
披
露
の
配
り
物
は
先
代
の
も
の
を
受
け
継
ぐ
こ

と
が
多
い
で
す
。
襲
名
が
決
ま
る
と
、
贔
屓
の
方
が
、
自
分
の
と
こ
ろ
に
あ
る
先

代
の
手
拭
い
を
参
考
に
と
持
っ
て
き
て
下
さ
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。
歌
舞
伎

で
も
普
段
の
楽
屋
用
の
も
の
は
、
同
じ
柄
を
長
く
続
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

面
白
い
も
の
を
新
た
に
作
ろ
う
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
ね
。
同
じ
お
客
様
に
差

し
上
げ
る
の
だ
か
ら
、
変
え
よ
う
と
い
う
方
も
あ
り
ま
す
。」

「
落
語
の
場
合
、
ご
本
人
が
前
も
っ
て
こ
う
い
う
の
を
作
っ
て
み
た
い
と
考
え

て
く
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
歌
舞
伎
の
よ
う
な
決
ま
り
事
が
な
い
の
で
、
面
白
い

も
の
は
な
い
か
、
特
に
襲
名
の
時
に
は
ど
う
い
う
も
の
を
作
る
か
、
相
談
に
来
る

方
も
あ
り
ま
す
。」

「
歌
手
や
俳
優
さ
ん
は
、
デ
ザ
イ
ン
の
こ
だ
わ
り
が
あ
る
人
、
お
ま
か
せ
の
人
、

色
々
で
す
ね
。」

《
歌
舞
伎
で
は
大
名
題
の
役
者
さ
ん
の
手
拭
い
に
は
敢
え
て
名
前
を
入
れ
な
い

こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
が
？
》

「
名
前
を
入
れ
る
か
ど
う
か
は
向
こ
う
か
ら
言
っ
て
き
ま
す
ね
。」

― 103 ―
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《
新
し
い
図
案
を
作
る
時
に
は
ど
ん
な
風
に
進
め
る
の
で
す
か
？
》

「
こ
ん
な
風
に
と
い
う
案
を
先
方
が
持
っ
て
い
る
場
合
は
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
て

下
絵
を
提
案
し
ま
す
。
こ
ち
ら
で
考
え
て
こ
い
と
い
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
こ
ん

な
こ
と
を
仰
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
な
と
考
え
て
、
私
の
方
で
具
体
的
な
図
案
を
考

え
ま
す
。」

「
下
絵
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど
専
門
の
人
に
描
い
て
も
ら
う
の
で
す
が
、
案
（
ア

イ
デ
ィ
ア
）
自
体
は
私
の
方
で
考
え
る
の
で
す
。」

「
下
絵
を
描
い
て
も
ら
う
時
に
は
、
私
は
必
ず
資
料
を
つ
け
ま
す
。
図
案
の
細

部
の
参
考
例
な
ど
で
す
。」

《
形
屋
さ
ん
や
染
工
場
は
ど
の
よ
う
に
決
め
る
の
で
す
か
？
》

「
会
社
（
問
屋
）
で
は
形
や
染
め
の
段
階
は
加
工
専
門
の
担
当
者
が
扱
う
こ
と

が
多
い
で
す
が
、
私
は
自
分
で
決
め
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。」

「
図
案
に
よ
っ
て
形
屋
さ
ん
を
決
め
ま
す
。
向
き
不
向
き
が
あ
り
ま
す
の
で
。

染
工
場
も
、
こ
う
い
う
色
な
ら
あ
の
う
ち
が
得
意
、
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
が
あ

り
ま
す
か
ら
図
案
に
よ
っ
て
選
び
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
納
期
の
関
係
も
あ
り
ま
す

ね
。」

《
納
品
に
向
け
た
仕
上
げ
は
？
》

「
切
り
た
た
み
（
染
め
上
が
っ
た
反
物
を
一
本
ず
つ
に
切
り
、
た
た
み
、
の
し

紙
を
か
け
る
）
は
内
職
に
出
す
の
で
す
が
、
納
期
が
迫
っ
て
い
る
時
な
ど
は
自
分

で
や
り
ま
す
。」

「
今
は
一
度
に
染
め
る
本
数
も
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
。
一
度
の
注
文
は
、

私
の
場
合
は
踊
り
関
係
が
多
い
の
で
、
百
本
と
か
、
中
に
は
五
十
本
と
い
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。」

《
豊
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
誂
え
手
拭
い
に
つ
い
て
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。》

「
豊
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
手
拭
い
な
ど
の
図
案
の
ア
イ
デ
ィ
ア
の
元
と
す
る

た
め
の
も
の
な
の
で
す
。
誂
え
の
仕
事
の
資
料
と
す
る
た
め
に
集
め
た
、
実
物
の

手
拭
い
や
図
案
関
係
の
本
や
な
ど
が
、
膨
大
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

夜
な
ど
図
案
の
本
を
眺
め
て
、
あ
の
人
に
勧
め
よ
う
か
な
、
注
文
が
来
た
ら
こ
う

し
よ
う
、
な
ど
と
考
え
て
い
ま
す
。」

《
誂
え
の
お
仕
事
か
ら
出
発
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
ま
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
あ
っ

て
の
ア
イ
デ
ィ
ア
と
意
匠
提
案
な
の
で
す
ね
。
貴
重
な
お
話
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。》

以
上
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
、
誂
え
制
作
の
基
本
的
な
流
れ
が
確
認
で
き
る
。

（
1
） 

誂
え
の
注
文
は
百
貨
店
の
呉
服
部
や
呉
服
店
を
通
す
、
ま
た
は
直
接
、

手
拭
い
制
作
を
扱
う
問
屋
（
具
体
的
に
は
豊
田
氏
の
よ
う
な
営
業
担
当

者
）
に
届
け
ら
れ
る
。

（
2
） 

注
文
者
側
（
芸
能
人
か
ら
の
注
文
で
あ
れ
ば
使
用
す
る
本
人
で
は
な
く

代
理
人
を
通
す
場
合
も
あ
る
）
の
意
匠
に
関
す
る
意
向
を
確
認
す
る
。

こ
こ
で
注
文
者
か
ら
、
以
前
制
作
し
た
も
の
と
同
じ
に
、
と
い
う
指
定

が
あ
れ
ば
そ
れ
に
従
う
。
新
規
に
図
案
を
制
作
す
る
際
に
は
、
注
文
者

か
ら
具
体
的
な
素
材
（
下
絵
や
原
案
）
が
持
ち
込
ま
れ
る
場
合
、
注
文

者
側
と
相
談
し
意
匠
案
を
詰
め
る
場
合
、
ほ
ぼ
お
任
せ
の
場
合
が
あ
る
。

（
3
） 

豊
田
氏
の
場
合
、
新
規
の
意
匠
で
注
文
者
か
ら
の
下
絵
や
原
案
が
な
け

れ
ば
、
自
身
が
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
す
。
こ
こ
で
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
図
案

関
係
資
料
や
、
手
拭
い
の
作
品
例
等
が
活
用
さ
れ
る
。
た
だ
し
下
絵
の

描
画
は
専
門
家
に
外
注
す
る
。

（
4
） 
下
絵
案
を
注
文
者
側
に
示
し
、
承
諾
を
得
ら
れ
た
ら
染
め
型
紙
制
作
、

染
め
加
工
に
入
る
。
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こ
こ
で
最
も
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
図
案
制
作
に
あ
た
り
、
意
匠
創
案
（
ア
イ

デ
ィ
ア
）
と
下
絵
を
描
く
段
階
が
分
離
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
豊
田
氏
の
よ

う
な
制
作
業
者
は
デ
ザ
イ
ン
を
含
む
制
作
＝
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
ま
と
め
る
立
場
に

あ
り
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
は
な
い
。
し
か
し
、
注
文
者
と
と
も
に
デ
ザ
イ
ン
の
ア
イ

デ
ィ
ア
を
生
み
だ
し
、
こ
れ
が
最
終
的
に
図
案
と
し
て
形
作
ら
れ
る
。
意
匠
創
案

（
ア
イ
デ
ィ
ア
）
と
下
絵
描
き
の
分
離
に
よ
っ
て
、
必
ず
し
も
デ
ザ
イ
ン
や
絵
を

専
門
と
し
な
い
が
自
身
の
意
匠
を
求
め
る
多
様
な
注
文
者
が
、
意
匠
創
案
に
参
加

で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
江
戸
時
代
後
期
の
江
戸
の
意
匠
、
特
に
戯
作
、
浮
世

絵
の
表
現
と
関
係
の
深
い
見
立
や
読
み
解
き
の
趣
向
に
お
い
て
、
戯
作
者
の
趣
向

＝
ア
イ
デ
ィ
ア
提
案
と
浮
世
絵
師
の
作
画
と
い
う
二
段
構
え
に
よ
る
意
匠
が
み
ら

れ
た）

8
（

こ
と
と
通
ず
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

②
豊
田
氏
が
制
作
を
担
当
し
た
芸
能
人
の
手
拭
い

今
回
の
展
覧
会
で
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
の
豊
田
氏
自
身
が
担
当
さ
れ
た
芸
能
界

の
配
り
手
拭
い
の
中
か
ら
、
一
四
点
を
選
び
、
制
作
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
添
え
て
展
示

し
た
。
一
部
作
品
に
つ
い
て
は
加
工
伝
票
（
注
文
を
受
け
た
手
拭
い
の
染
め
加
工

の
伝
票
。
図
案
略
図
、
色
、
技
法
、
生
地
種
類
、
反
数
、
納
期
等
を
記
す
）、
型

紙
も
展
示
さ
れ
た
。

・「
四
代
目
中
村
雀
右
衛
門
」（
注
染　

白
地
一
色　

昭
和
中
期
）
図
20

定
紋
〈
京
屋
結
び
〉
と
替
紋
〈
向
か
い
雀
〉
を
比
翼
に
入
れ
、「
四
世
中
村
雀

右
衛
門
」
の
下
印
を
染
め
て
い
る
。

「
四
代
目
雀
右
衛
門
襲
名
の
時
（
昭
和
三
九
年
）
に
制
作
し
た
も
の
で
す
。
そ

の
後
も
し
ば
ら
く
同
じ
形
を
使
い
ま
し
た
。」（
豊
田
氏
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
）。

・「
二
代
目
澤
村
藤
十
郎
」（
注
染　

白
地
一
色　

昭
和
五
一
年
〔
一
九
七
六
〕）

文
様
は
、
屋
号
「
紀
伊
国
屋
」
に
ち
な
む
、
キ
の
字
入
り
七
宝
、
九
本
（
く
）、

二
本
（
に
）
の
格
子
。「
き
の
く
に
」
と
読
め
る
。
判
じ
物
意
匠
。

「
昭
和
五
一
年
、
二
代
目
襲
名
の
頃
の
配
り
物
で
す
。
意
匠
は
こ
れ
で
や
っ
て

お
く
よ
う
に
と
先
方
か
ら
の
指
定
で
し
た
。
襲
名
の
配
り
手
拭
い
意
匠
に
は
先
代

の
も
の
が
受
け
継
が
れ
ま
す
。
贔
屓
の
方
が
先
代
襲
名
時
の
手
拭
い
を
貸
し
て
て

く
だ
さ
っ
た
り
す
る
よ
う
で
す
。」（
豊
田
氏
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
）

右
の
二
例
は
歌
舞
伎
役
者
の
襲
名
時
の
配
り
物
で
あ
る
。
襲
名
披
露
の
手
拭
い

に
は
定
紋
、
替
え
紋
、
家
の
文
様
な
ど
を
崩
さ
ず
に
示
す
意
匠
が
代
々
用
い
ら
れ

て
い
る
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。

・「
五
代
目
中
村
富
十
郎
」（
注
染　

白
地
一
色　

平
成
）
図
21

定
紋
〈
鷹
の
羽
八
ツ
矢
車
〉
に
ち
な
み
、
降
る
矢
の
意
匠
。「
五
代
目
中
村
富

十
郎
」
の
下
印
。

「
こ
の
デ
ザ
イ
ン
は
元
々
ネ
ク
タ
イ
の
柄
だ
っ
た
も
の
で
、
こ
れ
を
手
拭
い
に

と
い
う
こ
と
で
作
り
ま
し
た
。
ネ
ク
タ
イ
は
贔
屓
の
お
客
様
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

だ
そ
う
で
す
。」（
豊
田
氏
エ
ピ
ソ
ー
ド
）

普
段
の
楽
屋
用
の
手
拭
い
の
例
で
あ
る
。
定
紋
の
構
成
要
素
「
鷹
の
羽
の
矢
」

を
モ
チ
ー
フ
と
し
な
が
ら
原
型
か
ら
は
離
れ
自
由
に
展
開
し
た
意
匠
に
は
、
江
戸

時
代
後
期
に
展
開
し
た
創
意
を
凝
ら
し
た
役
者
文
様
に
通
ず
る
自
在
な
着
想
が
う

か
が
わ
れ
る
。
贔
屓
客
が
誂
え
た
ネ
ク
タ
イ
の
意
匠
が
原
案
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
江
戸
の
戯
作
浮
世
絵
の
世
界
か
ら
広
が
っ
た
見
立
や
読
み
解
き
の
趣
向
を

活
か
す
意
匠
感
覚
が
、
今
日
で
も
歌
舞
伎
界
の
周
辺
で
は
熱
心
な
観
客
層
も
含
め

共
有
さ
れ
続
け
て
い
る
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。

・「
四
代
目
坂
田
藤
十
郎
」（
注
染　

白
地
一
色　

平
成
一
八
年
〔
二
〇
〇
六
〕）

四
代
目
坂
田
藤
十
郎
の
配
り
手
拭
い
。
替
紋
〈
向
か
い
藤
菱
〉
に
ち
な
む
藤
の

花
房
文
様
を
と
「
坂
田
藤
十
郎
」
の
下
印
を
染
め
る
。
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「
襲
名
時
に
作
っ
た
手
拭
い
と
は
色
と
図
案
を
変
え
て
作
り
直
す
こ
と
に
な
っ

て
、
一
か
ら
考
え
ま
し
た
。
何
か
な
い
か
と
聞
か
れ
、
で
は
藤
で
は
如
何
で
し
ょ

う
と
提
案
し
ま
し
た
。
藤
の
柄
の
イ
メ
ー
ジ
資
料
を
渡
し
て
（
絵
の
描
け
る
人

に
）
下
絵
を
描
い
て
も
ら
い
、
事
務
所
の
方
で
こ
の
柄
が
選
ば
れ
ま
し
た
。」（
豊

田
氏
エ
ピ
ソ
ー
ド
）

・ 「
二
代
目
尾
上
松
也
」（
注
染　

白
地
一
色　

平
成
二
四
年
〔
二
〇
一
二
〕）

加
工
伝
票
図
22

斜
め
に
一
筋
、〈
斧
（
よ
き
）〉〈
琴
柱
（
こ
と
じ
）〉〈
松
（
ま
つ
）〉
の
柄
を
並

べ
、「
良
き
こ
と
待
つ
」
と
読
め
る
判
じ
も
の
文
様
を
染
め
る
「
二
代
尾
上
松
也
」

の
下
印
。

「
松
也
さ
ん
の
手
拭
い
は
、
ご
本
人
と
番
頭
さ
ん
と
打
ち
合
わ
せ
ま
し
た
。
何

か
面
白
い
も
の
を
と
い
う
こ
と
で
、〈
松
〉
と
〈
矢
〉
を
つ
な
げ
た
図
案
も
考
え

た
の
で
す
が
、
何
か
も
っ
と
な
い
か
と
相
談
し
て
い
る
と
、
お
家
に
「
よ
き
こ
と

を
ま
つ
」
と
い
う
言
葉
が
残
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
師
匠
の
菊
五
郎
さ
ん
に
は

「
斧
琴
菊
（
よ
き
こ
と
き
く
）」
文
様
が
あ
り
ま
す
か
ら
歌
舞
伎
の
役
者
さ
ん
ら
し

く
「
よ
き
こ
と
を
ま
つ
」
を
文
様
に
し
ま
し
ょ
う
と
、
こ
れ
を
提
案
し
ま
し
た
。

さ
っ
ぱ
り
し
た
手
拭
い
に
な
り
ま
し
た
。」（
豊
田
氏
エ
ピ
ソ
ー
ド
）

「
四
代
目
坂
田
藤
十
郎
」「
二
代
目
尾
上
松
也
」
の
二
例
は
、
豊
田
氏
が
意
匠
を

提
案
し
た
も
の
で
あ
る
。
後
者
で
は
、
打
ち
合
わ
せ
の
中
で
注
文
者
側
か
ら
示
さ

れ
た
テ
ー
マ
に
基
づ
き
豊
田
氏
が
具
体
的
な
モ
チ
ー
フ
や
構
図
の
原
案
を
検
討
し

た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
豊
田
氏
自
身
は
デ
ザ
イ
ン
や
絵
を
学
ん
だ
こ
と
は
な

く
、
自
身
で
下
絵
を
描
く
わ
け
で
は
な
い
。
豊
田
氏
は
ア
イ
デ
ィ
ア
を
練
り
、
モ

チ
ー
フ
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
イ
メ
ー
ジ
の
資
料
を
添
え
て
、
デ
ザ
イ
ン
関
係
の
仕
事
を

し
て
い
る
「
絵
の
描
け
る
人
」
に
下
絵
作
成
を
依
頼
す
る
。
豊
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

に
は
手
拭
い
の
雛
形
本
、
図
案
関
係
の
図
書
を
は
じ
め
、
意
匠
の
参
考
と
な
る
各

種
資
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
が
モ
チ
ー
フ
の
イ
メ
ー
ジ
資
料
と
し
て
活

用
さ
れ
る
。
作
成
し
た
下
絵
は
注
文
者
側
に
示
さ
れ
、
先
方
の
意
向
で
最
終
決
定

に
至
る
。

・「
田
村
亮
」（
注
染　

差
し
分
け　

平
成
一
四
年
頃
）
加
工
伝
票
図
23

三
本
、
六
本
の
筋
に
「
田
」
の
字
、「
ら
」
の
字
で
「
た
む
ら
」
と
読
め
る
格

子
模
様
、
中
央
に
家
紋
。
サ
イ
ン
を
添
え
る
。

「
田
村
亮
さ
ん
は
、
こ
れ
以
前
は
吉
原
つ
な
ぎ
な
ど
の
柄
を
自
分
の
手
拭
い
に

使
っ
て
い
ま
し
た
。
私
の
方
か
ら
、
き
ち
ん
と
し
た
御
自
分
の
文
様
を
作
っ
て
は

い
か
が
で
す
か
と
提
案
し
ま
し
た
。
役
者
さ
ん
ら
し
く
、
ま
た
家
柄
が
古
い
の
だ

か
ら
（
父
は
阪
東
妻
三
郎
）
と
。
歌
舞
伎
の
役
者
文
様
の
よ
う
な
名
前
を
読
み
解

か
せ
る
「
田
村
格
子
」
を
提
案
し
た
の
で
す
。
こ
の
図
案
自
体
私
の
案
で
す
。
最

初
は
作
る
度
に
色
を
変
え
て
み
ま
し
た
が
、
こ
の
配
色
（
紋
は
紺
、
格
子
は
ブ

ル
ー
）
に
落
ち
着
き
ま
し
た
。」（
豊
田
氏
エ
ピ
ソ
ー
ド
）

こ
の
「
田
村
格
子
」
も
豊
田
氏
の
創
案
に
な
る
意
匠
で
あ
り
、
注
文
者
側
と
の

多
年
に
わ
た
る
信
頼
関
係
の
中
で
提
案
さ
れ
定
番
と
な
っ
た
。
豊
田
氏
が
語
っ
て

い
る
よ
う
に
、
名
前
を
読
み
解
か
せ
る
趣
向
の
役
者
文
様
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。

梨
園
の
手
拭
い
制
作
の
仕
事
を
通
し
、
江
戸
後
期
以
来
の
役
者
文
様
を
身
近
に
す

る
中
で
、
豊
田
氏
自
身
が
自
然
と
江
戸
風
の
読
み
解
き
や
見
立
趣
向
の
意
匠
感
覚

の
継
承
者
と
な
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

・ 「
吉
永
小
百
合
（
百
合
と
少
女
）」（
注
染　

差
し
分
け　

昭
和
四
〇
年
頃
）

加
工
伝
票
図
24　

型
紙
図
25

フ
ァ
ン
の
た
め
に
制
作
さ
れ
た
吉
永
小
百
合
の
配
り
手
拭
い
。
サ
イ
ン
に
加

え
、
名
前
に
ち
な
む
百
合
の
花
、
少
女
の
顔
は
自
筆
イ
ラ
ス
ト
を
写
し
、
手
拭
い
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に
染
め
た
も
の
。

「
ご
自
宅
を
取
り
巻
い
て
帰
ら
な
い
フ
ァ
ン
の
方
た
ち
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
た

吉
永
さ
ん
の
お
母
さ
ん
に
、
そ
れ
で
は
手
拭
い
を
差
し
上
げ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う

と
提
案
し
て
、
作
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
吉
永
さ
ん
が
ノ
ー
ト
に
描
い
て
い
た

イ
ラ
ス
ト
か
ら
選
ん
で
染
め
た
も
の
で
す
。」（
豊
田
氏
エ
ピ
ソ
ー
ド
）

・ 「
吉
永
小
百
合
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
景
）」（
注
染　

白
地
一
色　

昭
和
四
二
年

頃
）

吉
永
小
百
合
自
筆
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
景
ス
ケ
ッ
チ
に
サ
イ
ン
を
添
え
た
も
の
。

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
た
め
に
制
作
さ
れ
た
。

「
ま
だ
海
外
渡
航
が
自
由
で
は
な
か
っ
た
頃
、
日
航
の
招
待
で
俳
優
さ
ん
な
ど

が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
折
の
ス
ケ
ッ
チ
だ
と
思
い
ま
す
。

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
人
た
ち
に
お
み
や
げ
と
し
て
配
っ
た
も
の
で
す）

9
（

。」（
豊
田
氏
エ

ピ
ソ
ー
ド
）

い
ず
れ
も
絵
心
の
あ
る
吉
永
自
筆
の
イ
ラ
ス
ト
を
染
め
た
も
の
で
あ
る
。
百
合

と
少
女
の
イ
ラ
ス
ト
を
染
め
た
手
拭
い
に
関
し
豊
田
氏
が
語
ら
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
補
足
す
る
と
、
こ
れ
以
前
に
は
サ
イ
ン
を
紙
に
印
刷
し
た
も
の
を
自
宅
に
押
し

か
け
た
フ
ァ
ン
た
ち
に
配
っ
て
い
た
が
納
得
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
と
の
こ
と
。

手
拭
い
に
替
え
た
と
こ
ろ
、
自
宅
を
取
り
巻
く
若
い
フ
ァ
ン
た
ち
は
皆
喜
ん
で
記

念
に
貰
っ
て
く
れ
た
と
い
う
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
の
あ
る
配
り
手
拭
い
が
、
本
来
、

刷
り
物
に
近
い
性
格
を
持
つ
こ
と
、
し
か
し
な
が
ら
木
版
の
摺
り
物
で
も
あ
れ
ば

と
も
か
く
、
簡
易
な
印
刷
物
が
心
に
と
ま
ら
な
い
の
に
対
し
、
布
を
染
め
抜
い
た

手
拭
い
の
「
モ
ノ
」
と
し
て
の
実
在
感
と
意
匠
が
、
手
に
取
る
人
の
心
に
響
く
こ

と
を
示
す
実
例
と
い
え
る
。

注
文
者
が
絵
や
書
を
手
が
け
る
場
合
、
本
人
の
作
品
や
揮
毫
を
そ
の
ま
ま
下
絵

に
す
る
例
は
他
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
捺
染
（
プ
リ
ン
ト
）
と
異
な
り
、
染
料
を

布
に
浸
透
さ
せ
る
注
染
技
法
の
染
め
上
が
り
は
、
水
彩
や
墨
書
の
感
触
を
再
現
す

る
の
に
適
し
て
い
る
。

・「
名
古
屋
章
」（
注
染　

細
川　

平
成
七
年
か
ら
平
成
一
〇
年
頃
）

伸
び
や
か
な
二
頭
の
馬
の
図
を
染
め
る
。
水
彩
画
風
の
彩
色
が
細
川
の
技
法
で

再
現
さ
れ
て
い
る
。

「
名
古
屋
章
さ
ん
は
元
々
新
劇
の
俳
優
さ
ん
で
す
が
、
こ
れ
は
『H

O
T

E
L

』
と

い
う
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
シ
リ
ー
ズ
（
一
九
九
五
―
九
八
年
）
に
出
演
さ
れ
た
際
の
配

り
物
で
す
。
楽
屋
の
れ
ん
と
一
緒
に
注
文
を
受
け
ま
し
た
。
馬
の
絵
は
名
古
屋
さ

ん
自
身
が
描
か
れ
た
も
の
で
す
。
色
も
細
川
で
再
現
し
て
い
ま
す
。」（
豊
田
氏
エ

ピ
ソ
ー
ド
）

・「
川
津
祐
介
」（
注
染
白
地
一
色　

平
成
一
四
年
頃
）

一
筆
書
き
の
円
の
中
に
「
い
の
り
」
の
書
。
署
名
を
添
え
る
。

「
川
津
さ
ん
は
宗
教
的
な
方
で
す
。
図
案
を
決
め
る
際
、
お
家
に
伺
っ
て
御
自

分
ら
し
く
、
何
で
も
描
い
て
く
だ
さ
い
と
申
し
上
げ
ま
し
た
。
お
気
持
ち
を
ぱ
っ

と
あ
ら
わ
し
た
方
が
面
白
い
も
の
が
で
き
ま
す
よ
、
と
。
そ
れ
で
は
と
描
か
れ
た

の
が
こ
れ
で
す
。」（
豊
田
氏
エ
ピ
ソ
ー
ド
）

・「
中
村
メ
イ
コ
」（
注
染　

差
し
分
け　

昭
和
中
期
）

女
優
中
村
メ
イ
コ
の
楽
屋
用
配
り
手
拭
い
。
本
人
の
紋
で
あ
る
桔
梗
紋
と
サ
イ

ン
に
ほ
ぼ
実
寸
大
の
キ
ス
マ
ー
ク
を
赤
色
の
差
し
分
け
で
添
え
て
い
る
。

「
紋
と
サ
イ
ン
に
添
え
た
キ
ス
マ
ー
ク
は
ご
本
人
の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
す
。
ず
っ

と
同
じ
柄
で
す
が
、
今
年
（
平
成
二
八
年
）
か
ら
キ
ス
マ
ー
ク
は
取
り
ま
し
た
。」

（
豊
田
氏
エ
ピ
ソ
ー
ド
）。
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図 20　「四代目中村雀右衛門」

図 21　「五代目中村冨十郎」

図 22　 豊田満夫氏手拭い加工伝票 
（「二代目尾上松也」）

図 23　豊田満夫氏手拭い加工伝票（「田村亮」）

図 24　 豊田満夫氏手拭い加工伝票 
（「吉永小百合（百合と少女）」）

図 25　「吉永小百合（百合と少女）」手拭い型紙
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・「
ジ
ュ
デ
ィ
・
オ
ン
グ
」（
注
染　

差
し
分
け　

昭
和
後
期
）

半
染
め
の
構
図
で
、
横
長
に
み
た
右
上
部
分
の
み
、
斜
め
段
状
に
グ
リ
ー
ン
に

染
め
、
間
に
青
色
の
あ
や
め
の
花
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
配
色
と
直
線
的
な
構
図

が
現
代
的
な
印
象
を
与
え
る
意
匠
で
あ
る
。
サ
イ
ン
を
添
え
る
。

「
女
性
の
方
に
は
花
の
柄
も
良
く
使
い
ま
す
。
好
き
な
花
は
あ
り
ま
す
か
、
と

尋
ね
て
図
案
を
提
案
し
た
り
し
ま
す
。
こ
の
時
は
公
演
が
五
月
だ
か
ら
、
季
節
の

あ
や
め
の
下
絵
を
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
さ
ん
に
お
見
せ
し
ま
し
た
。
サ
イ
ン
を
い
た
だ

い
て
染
め
ま
し
た
。」（
豊
田
氏
エ
ピ
ソ
ー
ド
）

本
人
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
意
匠
に
し
た
場
合
は
も
ち
ろ
ん
、「
花
」
な
ど
定
型
的

な
題
材
で
あ
っ
て
も
、
注
文
者
の
イ
メ
ー
ジ
、
好
み
に
沿
っ
た
意
匠
が
調
整
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
の
多
く
の
手
拭
い
に
共
通
し
て
感
じ
ら
れ
る

こ
と
で
あ
り
、
一
見
類
型
的
な
意
匠
で
あ
っ
て
も
、
誂
え
意
匠
に
は
、
確
か
に
個

別
の
注
文
者
の
感
性
が
直
接
、
あ
る
い
は
間
接
的
に
反
映
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

こ
の
ほ
か
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
前
進
座
の
「
中
村
梅
之
助
」（
注
染　

差
し

分
け　

昭
和
後
期
）、「
五
代
目
河
原
崎
国
太
郎
」（
注
染　

白
地
一
色　

昭
和
後

期
）
の
楽
屋
用
配
り
手
拭
い
が
展
示
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
長
年
に
わ
た
る
交
流
の

中
で
制
作
が
続
け
ら
れ
た
思
い
出
深
い
作
品
と
の
こ
と
で
あ
る
。

結
び

以
上
、「
芸
能
人
の
手
拭
い
展
」
に
出
展
さ
れ
た
豊
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
の
戦

前
か
ら
現
代
ま
で
の
歌
舞
伎
役
者
、
落
語
家
、
各
種
寄
席
芸
の
人
々
、
ま
た
舞
台

俳
優
、
映
画
ス
タ
ー
、
歌
手
な
ど
の
配
り
物
と
し
て
制
作
さ
れ
た
手
拭
い
に
つ
い

て
意
匠
の
特
色
を
分
析
し
た
。
ま
た
こ
れ
ら
の
誂
え
制
作
に
お
い
て
意
匠
創
案
は

ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
の
か
、
豊
田
氏
の
制
作
事
例
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
。

配
り
手
拭
い
の
意
匠
に
は
手
拭
い
自
体
の
用
い
ら
れ
方
の
違
い
も
反
映
さ
れ
、

そ
の
傾
向
は
各
界
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
た
。
た
だ
し
、
歌
舞
伎
の
役
者
文
様
に

江
戸
時
代
後
期
か
ら
み
ら
れ
た
紋
に
よ
る
意
匠
、
名
前
に
ち
な
む
意
匠
は
、
歌
舞

伎
界
は
も
ち
ろ
ん
、
落
語
家
、
あ
る
い
は
よ
り
現
代
的
な
芸
能
界
の
人
々
の
手
拭

い
に
も
継
承
さ
れ
て
い
た
。
中
で
も
歌
舞
伎
界
、
落
語
界
の
手
拭
い
意
匠
に
は
、

江
戸
後
期
の
戯
作
浮
世
絵
の
表
現
か
ら
発
展
し
た
見
立
や
読
み
解
き
の
趣
向
に
よ

る
意
匠
感
覚
の
継
承
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
同
時
に
、
歌
舞
伎
役
者
の
楽

屋
用
手
拭
い
の
よ
う
な
決
ま
り
事
の
な
い
落
語
家
や
俳
優
な
ど
の
手
拭
い
に
は
、

様
々
な
絵
画
表
現
、
ま
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
示
す
言
葉
な
ど
が
染
め
出
さ
れ
る
例
も

あ
り
、
時
に
芸
能
人
自
身
の
書
画
が
下
絵
と
さ
れ
る
。
紋
や
名
前
に
ち
な
む
意
匠

も
ま
た
贈
り
手
自
身
を
示
す
唯
一
無
二
の
意
匠
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

性
を
帯
び
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
を
込
め
た
独
自
の
意

匠
、
布
を
染
め
抜
い
た
手
拭
い
な
ら
で
は
の
存
在
感
が
手
に
取
る
人
に
響
く
か
ら

こ
そ
、
配
り
手
拭
い
の
文
化
は
今
日
ま
で
続
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

配
り
手
拭
い
に
お
け
る
注
文
者
の
意
向
を
反
映
し
た
意
匠
創
案
は
、
デ
ザ
イ
ン

や
絵
の
専
門
家
だ
け
で
下
絵
を
完
成
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
注
文
主
自
身
、
あ
る

い
は
そ
の
意
向
を
汲
ん
で
働
く
豊
田
氏
の
よ
う
な
制
作
（
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
）
業
者

が
意
匠
提
案
に
深
く
か
か
わ
る
こ
と
の
で
き
る
仕
組
み
、
特
に
ア
イ
デ
ィ
ア
と
下

絵
を
二
段
構
え
で
調
整
し
て
ゆ
く
仕
組
み
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確

か
め
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
受
容
者
が
意
匠
創
案
に
参
加
す
る
手
拭
い
そ
の
他
の

染
織
品
制
作
に
つ
い
て
、
今
後
も
検
討
を
進
め
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
る
。
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（
二
一
）

謝
辞　

本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
豊
田
満
夫
様
に
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
芸
能
界
の
手
拭
い
制
作
に
つ
い
て
多
く
の
こ
と
を
教
示
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
調
査
に
際
し
て
東
京
和
晒
創
造
館
に
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
改

め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

注（
1
） 

手
拭
い
、
浴
衣
な
ど
の
制
作
に
長
年
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
豊
田
満
夫
氏
に
よ
り
蒐
集
さ
れ

た
、
木
綿
染
織
と
関
係
資
料
、
お
よ
び
木
版
摺
り
の
ポ
チ
袋
な
ど
の
個
人
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
。
そ
の
中
心
は
、
豊
田
氏
が
自
身
の
誂
え
制
作
の
仕
事
の
参
考
に
集
め
た
幕
末
期
か
ら

近
現
代
の
一
万
点
を
越
え
る
手
拭
い
で
あ
り
、
一
般
に
市
販
さ
れ
た
商
品
以
外
の
誂
え
も

の
（
別
注
品
）
の
蒐
集
に
特
徴
が
あ
る

（
2
） 

豊
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
手
拭
い
に
関
す
る
筆
者
の
調
査
、
研
究
の
主
要
な
も
の
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。
拙
稿
「
豊
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
み
る
戦
時
体
制
と
手
拭
い
制
作
―
物
資
統

制
の
意
匠
と
制
作
へ
の
影
響
」『
人
文
社
会
科
学
論
叢
』
第
25
号
（
宮
城
学
院
女
子
大
学

附
属
人
文
社
会
科
学
研
究
所
（
二
〇
一
六
年
三
月
）。
江
東
区
深
川
江
戸
資
料
館
編
『
豊

田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

手
ぬ
ぐ
い
で
ご
あ
い
さ
つ
展 

展
示
解
説
書
』「
展
示
資
料
目
録
」
お
よ

び
「
解
説
」（
江
東
区
深
川
江
戸
資
料
館 

二
〇
〇
九
年
一 

月
）。
大
久
保
尚
子
、
大
澤
美

樹
子
（
共
著
）『Tenugui 

江
戸
手
拭
』
の
う
ち
、
昭
和
前
期
か
ら
中
期
の
豊
田
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
所
蔵
手
拭
の
技
法
、
意
匠
に
関
す
る
解
説
（
ピ
エ
・
ブ
ッ
ク
ス 

二
〇
〇
七
年
）。

（
3
） 「
手
拭
の
話
し
」『
都
新
聞
』
第
四
七
八
二
号
附
録
『
都
の
華
』
第
四
〇
号
（
都
新
聞
社　

明
治
三
三
年
一
一
月
二
三
日
）
所
載
。
同
記
事
に
は
、
文
化
の
初
め
ま
で
は
手
拭
専
門
の

染
物
屋
は
な
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
上
で
「
就
中
深
川
仲
町
辺
に
京
屋
と
い
ふ
染
物
屋
あ

り
て
此
の
家
に
て
重お

も

に
染
た
り
」
と
記
さ
れ
、
京
屋
創
業
は
文
化
後
期
以
降
の
こ
と
と
考

え
ら
れ
る
。

（
4
） 

拙
著
『
江
戸
の
服
飾
意
匠
―
文
芸
、
美
術
、
芸
能
と
の
交
流
と
近
代
へ
の
波
及
―
』（
中

央
公
論
美
術
出
版 

二
〇
一
五
年
）
第
5
章
「
二
、（
一
）
読
み
解
く
趣
向
の
広
が
り
―
役

者
文
様
、
判
じ
物
意
匠
と
、
浮
世
絵
師
、
戯
作
者
」
二
五
三
―
二
七
二
頁
。
た
と
え
ば
五

代
目
岩
井
半
四
郎
の
定
紋
〈
丸
に
三
つ
扇
〉
か
ら
菱
つ
な
ぎ
、
亀
甲
型
な
ど
の
定
型
を
は

じ
め
、
扇
の
モ
チ
ー
フ
を
寄
せ
て
源
氏
車
文
様
と
す
る
な
ど
、
自
在
な
変
化
形
が
生
み
出

さ
れ
る
。

（
5
） 

小
池
三
枝
「
歌
舞
伎
と
草
双
紙
と
服
飾
と
」『
服
飾
の
表
情
』（
勁
草
書
房　

一
九
九
一
年
）

に
お
い
て
、
山
東
京
伝
が
文
化
期
の
読
本
、
合
巻
作
品
に
江
戸
前
期
の
判
じ
物
文
様
「
か

ま
わ
ぬ
」
を
と
り
あ
げ
た
こ
と
と
七
代
目
団
十
郎
好
み
の
役
者
文
様
と
し
て
の
「
か
ま
わ

ぬ
」
文
様
流
行
の
関
係
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
拙
著
前
掲
注
４
で
は
化
政
期
合
巻
と
役
者

文
様
の
展
開
の
連
動
が
み
ら
れ
る
こ
と
（
第
五
章
「
二
、（
一
）」）、
人
物
の
着
衣
の
「
模

様
描
き
」
が
浮
世
絵
師
の
修
業
階
梯
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
浮
世
絵
師
に
よ
る
模
様
雛
形
本

に
も
見
立
趣
向
の
役
者
文
様
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
同
前
「
二
、（
三
）
浮
世
絵
師
と

江
戸
の
意
匠
」）
を
示
し
た
。

（
6
） 

文
字
を
既
存
の
装
飾
意
匠
に
溶
け
込
ま
せ
、
言
葉
、
人
名
を
読
み
解
か
せ
る
手
腕
は
、
山

東
京
伝
作
画
の
見
立
小
紋
集
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
。
名
物
裂
の
一
種
モ
ー
ル
に
見
せ
か
け

て
新
吉
原
の
花
魁
の
名
を
示
し
た
「
や
し
き
出
も
う
る
」『
小
紋
裁
』（
天
明
四
年

一
七
八
四
）
八
丁
裏
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
。
京
伝
の
趣
向
は
戯
作
絵
本
の
見
立
意
匠
と

し
て
模
倣
さ
れ
る
と
同
時
に
、
次
世
代
以
降
、
現
実
の
意
匠
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考

え
ら
れ
る
（
拙
著
前
掲
注
4
、
第
四
章
、
第
五
章
）。

（
7
） 

浅
草
山
谷
の
料
亭
八
百
善
で
は
酒
井
抱
一
下
絵
に
よ
る
手
拭
い
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と

が
伝
え
ら
れ
て
い
る
（『
風
流
手
拭
合
』
芸
艸
堂　

一
九
二
五
年
）。
豊
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

中
に
は
「
文
晁
」
の
落
款
を
染
め
た
富
士
図
の
手
拭
い
一
点
が
あ
る
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中

の
手
拭
い
自
体
は
近
代
の
注
染
に
よ
る
も
の
だ
が
、
江
戸
後
期
か
ら
継
承
さ
れ
た
下
絵
あ

る
い
は
型
に
よ
り
染
め
ら
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

（
8
） 

典
型
例
と
し
て
、
為
永
春
水
作
『
春
暁
八
幡
佳
年
』
四
編
（
天
保
八
年
一
八
三
七
刊
）
に

「
柳
亭
種
彦
と
い
ふ
作
者
の
案
じ
で
、
北
斎
と
い
ふ
画
の
名
人
が
下
画
を
か
い
て
染
め
出

し
た
謎
模
様
」
と
い
う
判
じ
物
文
様
の
挿
話
が
登
場
す
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
呉
服
店

の
名
な
ど
も
語
ら
れ
、
何
ら
か
の
事
実
を
背
景
と
し
た
挿
話
と
考
え
ら
れ
る
。

（
9
） 
海
外
渡
航
自
由
化
は
昭
和
三
九
年
（
一
九
六
四
）、
吉
永
小
百
合
は
昭
和
三
七
年
に
ミ
ラ

ノ
国
際
映
画
見
本
市
に
、
三
八
年
に
毎
日
グ
ラ
フ
特
派
員
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
に
渡
航
し
て

い
る
。
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（
二
二
）

「芸能人の手拭い展―名人、スターたちの贈り物」主要展示作品目録
2016年 10月 24日-2017年 1月 31日於東京和晒創造館

凡例：昭和前期は綿製品の製造、加工の制限が始まる昭和 13年（1938）以前を指す。 
昭和中期は綿製品の価格統制が廃止される昭和 26年（1951）以降昭和 40年（1965）頃まで、昭和後期はそれ以降を指す。

作品タイトル 技法 制作年代

1.歌舞伎役者の手拭い―受け継がれる芸と意匠

15代目市村羽左衛門 引染め（煉瓦染め） 明治後期か

6代目市川寿美蔵（3代目市川寿海） 注染　白地一色 大正から昭和前期

6代目尾上菊五郎 注染　白地一色 大正から昭和前期

4代目市川男女蔵（3代目市川左團次） 注染　白地一色 昭和前期

9代目市川高麗蔵 注染　差し分け 昭和前期

8代目尾上榮三郎 注染　白地一色 昭和前期

3代目尾上多賀之丞 注染　差し分け 昭和前期

5代目片岡市蔵　 注染　差し分け 昭和前期

4代目片岡我當（13代目片岡仁左衛門） 注染　差し分け 昭和前期

12代目片岡仁左衛門 注染　白地一色 昭和前期

初代中村鴈治郎 注染　差分け 昭和前期

初代中村吉衛門 注染　白地一色 昭和前期

5代目中村福助（高砂屋） 注染　差し分け 昭和前期

7代目松本幸四郎 注染　細川 昭和前期

7代目松本幸四郎 注染　差し分け 昭和前期

14代目守田勘弥 注染　白地一色 昭和前期

8代目澤村宗十郎 注染　差し分け 昭和 28年（1953）

5代目中村勘九郎（18代目中村勘三郎） 注染　白地一色 昭和 34年（1959）

2代目尾上松緑、8代目松本幸四郎、11代目市川團十郎 注染　細川 昭和 40年（1965）3月

11代目市川海老蔵（12代目市川團十郎） 注染　白地一色 昭和中期

3代目市川左團次 注染　白地一色 昭和中期

3代目市川団子 注染　差し分け 昭和中期

8代目市川中車 注染　差し分け 昭和中期

10代目岩井半四郎 注染　白地一色 昭和中期

7代目大谷友右衛門（4代目中村雀右衛門） 注染　白地一色 昭和中期

2代目加賀屋福之助、2代目加賀屋橋之助 注染　白地一色 昭和中期

13代目片岡仁左衛門 注染　白地一色 昭和中期

6代目中村歌右衛門 注染　白地一色 昭和中期から後期

17代目中村勘三郎 注染　白地一色 昭和中期

初代中村獅童 注染　白地一色 昭和中期

3代目中村時蔵 注染　白地一色 昭和中期

4代目中村米吉（5代目中村歌六） 注染　差し分け 昭和中期

17代目市村羽左衛門 注染　白地一色 昭和 60年（1985）5月

3代目市川猿之助（2代目市川猿翁） 注染　白地一色 昭和後期

12代目市川團十郎 注染　白地一色 昭和後期

5代目坂東玉三郎 注染　白地一色 平成

2.落語家の手拭い―こだわりの意匠を競う

2代目桂小文治 注染　白地一色 昭和中期

10代目金原亭馬生 注染　地染まり一色 昭和中期

― 95 ―
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作品タイトル 技法 制作年代

5代目古今亭今輔 注染白地一色 昭和中期

3代目古今亭志ん朝 注染　差し分け 昭和中期

5代目古今亭志ん生 注染　差し分け 昭和中期

古今亭桃輔 注染　白地一色 昭和中期

5代目春風亭柳昇 注染　地染まり一色 昭和中期

立川談志 注染　差し分け 昭和中期

初代林家三平 注染　白地一色 昭和中期

5代目柳家小さん 注染　地染まり一色 昭和中期

4代目柳亭痴楽　 注染　細川 昭和中期

真打披露配り物一式　初代三笑亭夢丸 昭和 53年（1978）

桂歌丸 注染　地染まり一色 昭和後期

2代目桂小金治 注染　地染まり一色 昭和後期

2代目桂小南 注染　細川 昭和後期

4代目桂米丸 注染　白地一色 昭和後期

6代目三遊亭圓生 注染　差し分け 昭和後期

林家木久蔵（現　林家木久扇） 注染　白地一色 昭和後期

林家こん平 注染　細川 昭和後期

柳亭金車 注染　差し分け 昭和後期

林家いっ平（2代　林家三平） 注染　細川 平成 5-7年（1993-95）頃 
※掛け紙に「橘右近　九十一歳」と
ある。

3代目桂米朝 注染　差し分け 平成

3代目山遊亭金太郎 注染　細川 平成

三遊亭楽太郎（現　三遊亭円楽） 注染　地染まり一色 平成

春風亭小朝 注染　クレア細川 平成

春風亭昇太 注染　細川 平成

3.講談、各種演芸、お笑い―多彩な芸を染める　

神田紅 注染　細川 平成

のんき節石田一松 注染　差し分け 昭和中期

キャンデーボーイズ 注染　差し分け 昭和中期

クレージーキャッツ 注染　白地一色 昭和中期

2代目引田天功 注染　地染まり一色 昭和後期

3代目林家正楽 注染　差し分け 平成

牧伸二 注染　地染まり一色 平成

松鶴家千とせ 注染　差し分け 平成 13年（2001）

4.俳優、歌手の手拭い―スターたちの楽屋うち　

水谷八重子 注染　細川 昭和前期

淡島千景 注染　差し分け 昭和中

小唄勝太郎 注染　白地一色 昭和中期

太地喜和子 注染　差し分け 昭和中期

司葉子 注染　差し分け 昭和中

中村玉緒 注染　差し分け 昭和中

美空ひばり 注染　差し分け 昭和中期

雪代敬子 注染　白地一色 昭和中期

若尾文子　 注染　差し分け 昭和中期
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作品タイトル 技法 制作年代

旭輝子 注染　差し分け 昭和中期から後期

天海祐希 注染　差し分け 昭和後期

池上季実子 注染　ガーゼ地単　差し分け 昭和後期

佐久間良子 注染　差し分け 昭和後期

杉村春子 注染　白地一色 昭和後期

萬田久子 注染　地染まり一色 昭和後期

三ツ矢歌子 注染　差し分け　 昭和後期

山田五十鈴 注染　地染まり一色 昭和後期

石原裕次郎 注染　差し分け 昭和 37年（1962）頃

市川雷蔵 注染　白地一色 昭和中期

石濱朗 注染　差し分け 昭和中期

大友柳太郎 注染　差し分け 昭和中

北上弥太郎 注染　白地一色 昭和中期

西郷輝彦 注染　差し分け 昭和中期

長谷川一夫 注染　白地一色 昭和中期

高倉健 注染　差し分け 昭和 47年（1972）頃

水戸黄門 注染　細川 昭和 46年から昭和 52年（1971-
1977）頃

石原裕次郎 注染　差し分け 昭和後期

北島三郎 注染　差し分け 昭和後期

佐藤 B作 注染　地染まり一色 昭和後期

中条きよし 注染　白地一色 昭和後期

森進一 注染　差し分け 昭和後期

萬屋錦之介 注染　白地一色 昭和後期

さだまさし 注染　差し分け 平成 25年（2013）

石原良純 注染　白地一色 平成

里見浩太朗 注染　白地一色 平成

中尾彬　池波志乃 注染　差し分け 平成

大和田伸也 注染　白地一色 平成

5.豊田満夫氏に聞く―芸能人の手拭い制作と豊田コレクション

4代目中村雀右衛門 注染　白地一色 昭和中期

2代目澤村藤十郎 注染　白地一色 昭和後期

5代目中村富十郎 注染　白地一色 平成

4代目坂田藤十郎 注染　白地一色 平成

2代目尾上松也 注染　白地一色 平成

吉永小百合（百合と少女） 注染　差し分け 昭和中期

吉永小百合（ヨーロッパ風景） 注染　白地一色 昭和中期

中村メイコ 注染　差し分け 昭和中

ジュディ・オング 注染　差し分け 昭和後期

田村亮 注染　差し分け 平成

名古屋章 注染　細川 平成

川津祐介 注染　白地一色 平成

中村梅之助 注染　差し分け 昭和後期

5代目河原崎国太郎 注染　白地一色 昭和後期
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Abstract

Production of Tenugui  
with a Customized Design for Entertainers 

and the Toyoda Tenugui Collection
― An Investigative Report on Tenugui Used as Greeting Gifts  

in Kabuki, Rakugo, and the Modern Show Business World 
in Japan ―

OKUBO Naoko

In the world of Kabuki, Rakugo and other kinds of show business in Japan, Tenugui 

have been used as commemorative gifts, return gifts or greeting gifts for a long time. 

In this report, I investigate the characteristics of the designs of Tenugui that were 

produced from the late Meiji era to today as gifts from entertainers. My analysis is 

based on the samples in the Toyoda Tenugui collection. Mr. Toyoda, the collector 

behind this collection, has been engaged in the work of producing Tenugui with 

customized designs, so I conducted a few interviews with him about the custom of 

using Tenugui in the world of traditional or modern show business, as well as the 

process of producing Tenugui with customized designs, and documented the interviews. 

Among Kabuki actors, a Tenugui with an actor’s personal design on it is used as 

return gift for elite patrons who visit the dressing room, or as a commemorative gift 

marking the succession of the stage name. The ornamental designs of Kabuki actors’ 

Tenugui are based on the traditional motifs of their family, such as a family crest or 

favorite motifs of the family, but stereotypes are not employed. We can find various 

witty designs composed using traditional elements. Such ingenuity exemplified the 

design sense of the late Edo era. 

In the world of Rakugo, Tenugui are used as a commemorative gift on the occasion of 

an actor’s succession to a stage name, and also as New Year’s greeting gifts among 

Rakugo storytellers. The ornamental design of the Rakugo storytellers’ Tenugui has a 

tendency to pursue more originality. For example, we often find ornament patterns in 

which their names are hidden, or portraits drawn by popular illustrators or comic 

artists of the day. 

In the world of modern show business, actors or singers order their Tenugui with a 
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customized design prior to their stage performance. Their Tenugui are used as return 

gifts to special fan club members or as greeting gifts among co-performers. They are 

sometimes used for publicity events. There are no particular conventions or rules about 

the ornamental design of Tenugui in the modern show business world, but in many 

cases, the actor or singer’s sign is dyed. This characteristic reflects the use of Tenugui 

as being used like a business card. 

The intermediaries involved in making Tenugui with a customized design, like Mr. 

Toyoda, work as a producer and not as a designer. They create the original idea for the 

ornamental design of the Tenugui together with the person who ordered it, and then 

entrust it to a professional artist to complete the drawing of the design. Such a two-step 

design system made it possible for people for whom design is not their specialty to 

participate in creating their original Tenugui designs.


